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日本統計学史における呉文聰
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我れ行かは人も通はんやまみちの
草ふみ分けし跡を尋ねて
呉文聰1)
はじめに
わが国統計学の先駆者をたずねるとき，杉亨二と呉文聰の二人を語らずして
日本統計学史を描きえない。杉亨二 (1828~1917<文政11~大正6>年）は，西欧
統計思想の最初の移入者として，先進諸国の統計学をわが国に紹介，導入する
にとどまらず，統計教育においてもよく後進者の養成にあたり，さらにはわが
国統計事業の開拓者として官庁統計機構の創設，整備につとめ，近代的統計調
査の原基形態を確立させたことについては，周知のところである 2)。いま一人
の呉文聰であるが，彼は，杉によって統計思想の薫陶をうけ，統計学の普及，
発達および官庁統計の整備拡充に数々の績効をのこし，わが国の統計学史上に
枢要な位置をしめている。しかし，彼が明治維新期から産業資本確立期にかけ
て，日本の統計および統計学の発展に寄与し，貢献したことについての整理，
研究はa)いまだ十分になされていない， といっても過言ではない。 したがっ
1)呉文聰「実際統計学』， 1909年，凡例2ページ。
2) くわしくは，拙稿「日本における民間統計団体の生誕ー『表記学社」とその系譜ー」，
関西大学『経済論集』第26巻第4・5合併号， 1977年。および，拙稿「国勢調査前史
〔I〕一明治人口統計史の一駒ー」，『岐阜経済大学論集」第11巻第1・2号， 1977年を
とりあえず参照されたい。
3)呉文聰にかんする文献目録は，拙編「統計学史一日本一文献目録」，『統計学」第31号
1976年参照。
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て，彼の存在の歴史的意義は，奥深いものがあり，研究に値するものがあろ
う。
そこでいま，わが国の統計学および官庁統計機構の草創期に，杉亨二ととも
にその展開の中心的役割を担った呉文聰の学問的業績，ならびに統計思想の普
及と官庁統計の整備に果した一定の役割を遡求し，考察しようとするものであ
る。このことによって，呉文聰の日本統計学史上における地位の偉大さを再確
認する一縁ともなりえよう。
〔I〕
呉文聰（くれ•あやとし）1)は， 1851<嘉永4>年11月27日2)' 江戸• 青山の穏
田藩邸に生まれる。父は，安芸藩・浅野家の支藩•松平近江守長容付の御雇医
師・呉黄石で，母は箕作玩甫の娘セキであった3)。文聰の幼名を頴士という。
11歳ごろまで松崎廉堂の弟子渡邊魯輔について漢学を学び，その後，父や外祖
父（箕作玩甫）の助言により湯島天神下の箕作麟詳4)の塾で英語を習う。さらに
13~14歳のころ輻澤諭吉の塾にも出入りをしている。 1866<慶応2>年に兄弟
と広島へ帰郷，高田郡吉田町で 2年間をすごす。この間に徳川幕府が倒壊し，
1)他人が「ぶんそう」とも呼んだので，自らも呼称に拘泥せず「ぶんそう」と称した。
事実，呉の編書である Historyand Theory of Statistics, Tokyo, 1902. では，
Compiled by B. KURもとなっている。
2)戸籍上は， 12月1日誕生と記されている。『呉文聰著作集』（以下， 『著作集」と略す
……筆者）第2巻， 1974年， 447ペー ジ。
3)呉黄石の先の妻は，松平左京大夫家来岩本恒次の次女ノブで， 1837<天保s>年に結
婚，一男三女をもうけるも， 1847<弘化4>年9月死去。後妻が玩甫の長女セキで
1848<嘉永元＞年12月黄石に嫁し，三男四女を生む。したがって，文聰は先妻の子供
から数えて次男となる。
4) 1846~97<弘化3~明治so>年， 箕作玩甫の孫。 したがって， 文聰とは従兄にあた
る。麟詳によって， はじめて "Statistics"が「統計学」と邦訳される。すなわち彼
は， A.Moreau de Jonnes, Elements de Statistique, com位enantles principes 
g切era匹 decette sci砿 ce,et un aper~historique de ses prog戊s.Paris, 1847. 
を，『統計学ーー名国勢略論ー」，文部省刊， 1874年として訳出する。
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明治維新政府が成立する。 1868<明治元＞年，ふたたび東京へもどり，箕作麟
詳につき英語の修得につとめる。明治 2年12月17日，政府は大学校を大学，開
成学校を大学南校，医学校を大学東校と改称し，それと同時に同年 7月27日，
大学南校に貢進生制度をもうけ，諸藩にたいし石高に応じて入学させるように
命ず。呉は藩命により， 同校の貢進生となる。月10両の手当を支給されてい
る。同窓に園田孝吉， 4,5年後輩に鳩山和夫，小村壽太郎などがいた。
しかし，呉は大学南校での課程の水準に満足しえずまもなく退学している。
呉文聰18歳のころであった。このあと，外国留学の計画をもつが実現せず，慶
応義塾に入る。この間，母の病気により，いったん広島に帰るが，ふたたび慶
応義塾にもどる。慶応義塾では，松島良蔵のもとで，矢野文雄（龍渓）らと，ゥ
ェーランドの経済書5)などを学んでいる。しかしここでも風儀上の理由から，
仲間10人ばかりとともに幅澤諭吉から退塾を命ぜられる。同じころ，工部省エ
学寮6)が設置（明治4年8月14日）され，入学するも，測量司の仕事になじめず
退校している。
1873<明治6>年4月，工部省電信寮訳文課に勤務する。呉にとって初の社
会への巣立ちとなる。彼， 21歳の春であった。ここで，十五等出仕から，十四
等出仕に補せられ，月給15円をうける。しかし，ここでの仕事にも興味をもて
ぬままに勤務をつづけることとなる。かくするうち，たまたま同県人で太政官
正院政表課勤務の山縣三郎から，正院での業務内容について説明をうける機会
をえた。
呉の統計への興味は， ここに喚起される。すなわち， 山縣の説明によると
「統計と云ふものは学問と事務と兼ねられ」7), 一方で研究をしながら， 他方
5) Francis Wayland (1796~1865), その著 TheElements of Political Economy~ 
1837. は，輻澤諭吉が芝・新銭座の塾舎において，上野戦争の銃声をききながら，購
読をつづけたという挿話をもつ。
6) 1873年7月30日， 工部省工学寮工学校となり， 1878年4月15日からエ部大学校と改
称。 1885年12月24日，工部省廃止により文部省に移管され， 1886年3月2日，東京帝
国大学工科大学となる。
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で役所の仕事を遂行できるというのである。ここで，呉の統計への決意が固ま
る。さっそく，彼は箕作麟詳と相談のうえ，当時の正院政表課課長杉亨二に伝
手をもとめ， 1875<明治B>年 4月，正院へ移る。政表掛十三等出仕に補され
た。このとき，呉の統計への第一歩が踏みだされる。彼23歳であった。
政表課での呉が，「初めて手をかけたのが気象のことであった。……寒暖計，
睛雨計，雨量計など器械の使用法や，調査箇条等を聞礼して手掛けた。之は明
治八年のことで， 日本人として測候に従事したのは私が始めてである。……
ー，二年やって之が出来ると，今度は貿易即ち輸出入の調査に従事した。それ
から其次にやったのが賦金，冥加金のやうなもので，芸娼妓の出す金である。
……其次に私の命ぜられたのが裁判統計である。民事は無くて刑事のみ行っ
た」s)。 と同時に「斯様に実務に従事しながらも書籍を読み，読みては実務に
従事して研究を遂げ」9)ていくのである。
政表課出仕の同年 (1875年），呉は，伊予国西條藩の用人・高氣ーの長女やす
と結婚する。
この時期の政表課は，「早晩此の学問（統計学..…•注引用者）が我邦に開け行く
であらう，又開け行かせねばならぬ」10)との杉課長の信念のもとに，同課職員
の充実が図られると同時に，たんに統計行政の遂行のみにとどまらず，将来の
統計学の発展のためには後進者の養成をも焦眉の急だと考えられていた。そこ
で，「私共は，統計学の範囲，学説の大体に通ずる為めに欧米各国に行はれて
居る統計に通じなければならん。又之を日本に広めるには，統計の材料の集め
方を研究しなければならんと考へました。ーは之を理論に求め，ーは之を実地
7)呉建編『呉文聰』， 1920年， 64ペー ジ。原田高博編「呉文聰」（増補版）， 1933年， 71
ページ。林周ニ・由井常彦編「著作集」第3巻伝記， 1973年， 193ペー ジ。（以下の引
用にあたっては， 1973年版による……筆者）。
8)呉文聰「統計懐旧談」，『統計学雑誌」第374,378号， 1917年6月， 10月。『著作集」
第2巻， 219ベー ジ。
9)呉文聰「著作集」第2巻， 219ペー ジ。
10)世良太一編「杉先生講演集』， 1902年， 45ペー ジ。
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に集めなければならぬと考へ」11)るのである。ここに，杉を中心として「スタ
チスチックの書籍を勉強し，其中に之を実務に応用」12)せんものと，西欧諸国
の統計学雑誌の講読会がはじめられる。この講読会がのちに「表記学社」13)へ
と発展していくのであるが，呉はここで， 「明治九年の頃杉さんがスタチスチ
ック社（表記学社をさす•…••注引用者）と云ふ社を立てた。さうして毎月一度或は
二度づつ錦町の開成学校（外国語学校の処で，今少し錦町の通りへ寄り，丁度今の語
学校の北方に方る。此の開成学校と云ふのが今の東京帝国大学の前身）の二階の広間
で，統計学の講義を開いて居た。其のとき私どもは杉さんの前座をやった。い
ろいろな人がやったが私が一番多くやった。それは英国の統計学会の雑誌を見
て其の中の面白さうなのを読んで置いて其れを持って行って話をした。それを
明治九年から十三年までやった。其の為め一方では統計の事務をし，一方では
学説を講ずると云ふことになって，段々面白く感じて来た」14)と語り， 「斯様
にして段々と研究して参りますと，独仏には統計の書物が整ふて出来て居りま
するが，英書にはありません。いろいろ統計の知識を集めやうとするに独仏は
一冊の書物で纏まって居るが英書だけは端から端まで通読しなければ捕捉する
ことが出来ません。英学を以て這入った私は，此学問の目的，範囲を捉へるの
に全力を傾注した」15)と述べるように，そこではもっぱらイギリスの統計学会
誌を中心にして統計の理論的研究が押しすすめられた。彼の統計学への志向
は，ますます堅固なものとなる。
その成果が， 1878<明治11>年10月に『万国・国債政表全ー名万国国債統計』16)
11)呉文聰「統計懐旧談」，『統計学雑誌』，第374,378号， 1917年6月， 10月，『著作集」
第2巻， 215ページ。
12)世良太一綱，前掲書， 46ベー ジ。
13) <わしくは，拙稿「日本における民間統計団体の生誕ー『表記学社』とその系譜ー」，
関西大学『経済論集』第26巻第4・5合併号， 1977年参照。
14) 「著作集』第3巻， 193~194ペー ジ。
15)呉文聰「統計懐旧談」，『統計学雑誌」第374,378号， 1917年6月， 10月。『著作集」
第2巻， 216ペー ジ。
16)杉亨二閲，呉文聰訳「万国・国債政表』は，四六版， 48ページの小冊子である。
672 隅西大學『経清論集』第28巻第1・2・3・4号
の出版である。同書は， R.Dudley Baxterが，ロンドン統計協会で行なった
講演を訳したもので，呉の最初の翻訳書となる。 1878年12月18日，「製表社」が
創設される。同社は， 「製表ノ事ヲ詢議スル」（社則）の主意から，すなわち統
計にかんする資料を収集し，会員に配布するという目的でもって設立された。
翌79年4月1日，「統計協会」と改称され，さらに1881年3月から，「東京統計
協会」と改名された。この東京統計協会の主メンバーの一員として，呉は同協
会機関誌『統計集誌』の創刊に参画する。「雑誌を編輯したのは， 第一号は物
集女（清久）君の名になって居るが主として私が栴へ，二号も三号も四号も私
と物集女君と宇川（盛三郎）君とで栴へた。私が一番に手を出した」1'1) (カッコ
注挿入……引用者）と呉が語るように，彼は『統計集誌』の発刊に与って力あっ
た。
1879<明治12>年12月31日午後12時を期して，「甲斐国人別調」が，太政官政
表課課長杉亨二の主導のもとに実施される18)。呉はここで，杉について山梨
県へむかい，実地活動に携わっている。この「甲斐国人別調」は，ー地域にお
ける静態的試験調査にとどまったとはいえ，わが国における国勢調査実施にむ
けての原動力となっていくのである。あとにみるように，呉は国勢調査の早期
実現にひたむきな熱意をかけるのであるが，その源流は「甲斐国人別調」にお
ける実査経験に端を発するものであるといえよう。
1880<明治13>年 4月1日， 内務省衛生局に統計課が設置される。呉は永井
久一郎に請われて，同年11月，同統計課へ移る。ここで依田昌言らと衛生統計
の整備を図るとともに，府県の統計表様式を定めている。
1881年9月，広島・浅野家を中心におこされた育英結社・興藝社（のち， 1897
年1月に修道館と合併し藝備協会となる）にくわわり，理事，監事，評議員と歴任，
晩年まで後進者の育成に尽力している。同81年10月に， 1890<明治23>年を期
17) 『著作集』第3巻， 199ペー ジ。
18)くわしくは， 拙稿「国勢調査前史〔I〕一明治人口統計史の一鮪ー」， 『岐阜経済大学
論集』第1巻第1・2号， 1977年参照。
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して国会開設の旨の詔書が発せられる。「其の頃には段々国会開設の論が朝野
の間に騒々しくなって，幾らか心に働きの有る人はどっちかの味方になったや
うな訳で，私も其の頃までは漠然として居て一向世の中のことに苦労もせず，
要領を得ぬ人間であった。今でも要領を得ぬが，其の頃には一層要領を得なん
だった。或るとき友達が来て，日本は立憲政体にしなければならぬが，今の様
にやって居ては可けない。尤も粗暴なことをやっては可けぬが，平和の手段で
立憲政体になるやうに働く積りだが，お前も手伝をしてはドウだと云ふ話であ
った。私も国民として応分の動めはしなければならぬと考えたが，どうも役人
をして居て国会の開設を賛成すると云ふ訳に行かないから，兎に角役人をやめ
やうと云ふ気になった」19)。1881年6月，内務省を依願免。
自由民権運動が大きなうねりをもって昂揚するなか，薩長藩閥政治をよしと
しない「在地民権結社」の潮流が各地に登場してくる。呉の父・黄石の出身地
である広島でも同様の動きが台頭する。 1882<明治15>年 3月，大隈重信が立
憲改進党を結成。広島も他府県に遅れをとらずと，小鷹狩元凱陸軍大尉，藤田
高之検事らが語らって，「世間からは『党も出来もせぬから」と言はれるので，
十五年の六月に広島へ行って党を作る準備をしようじゃないかという話にな
り，それに付いて人選と云ふやうなことで，私が行くことになった。呉君は其
のとき内務省に勤めて月給三0円か貰って居たが，それを辞して，両人で••••••
尽力して広島県立憲改進党というものを作った（改進党の支部と云ふものでなく）。
広島で政党が出来たのは，これが初め」20)。
役人生活を辞した呉は，同年7月帰京し， 「朝野新聞」21)に入社，記者生活
をおくることになる。そこで，記者活動を通じて馬場辰猪，田口卯吉，高田早
19)『著作集』第3巻， 194~195ページ。
20)『著作集」第3巻， 227~228ページ。
:2 1) 『朝野新聞』は， 1872<明治s>年11月創刊の『公文通誌」を改題(1874年9月23日）
したもので，社主乙部鼎，主筆成島柳北。民権派の新聞として，未廣鐵腸の社説は入
気を集めた。柳北の死後 (84年）， 犬養毅， 尾崎行雄らの入社によって改進党系とな
る。以後紙勢衰え， 93年国民協会の機関紙となり，内紛によって同年12月廃刊した。
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苗，天野為之，坪内逍逝，尾崎行雄，小川為次郎，小野梓，島田三郎らの知遇
をえる。 しかし，翌1883年退社。同年， 圏師民嘉の紹介をえて， 日本鉄道会
社22)に入社する。 ここで，統計主任をつとめるが政治活動に忙殺されて，本
務を遂行しえず， 1年にて解雇される。つづいて明治生命保険会社に入るも，
同じく長つづきせずここも半年たらずでやめている。その辞任理由を「会社や
銀行の実務は自分の趣味に合はぬことを発見したから辞めた」28)と呉が語るよ
うに，彼の心底には統計学にたいする愛着が脈々と波うっていたのであろう。
しかも， 「段々民間に居てやって見たが，家族などを率ゐて民間に立って居る
ことは随分苦しい」24)という経済的な理由もあって， 日下義雄の紹介をうけ
1885<明治18>年 3月，駅逓局に入る。 ここで，同局御用掛から運輸課統計係
長となり，第二の官吏生活をつづけることとなる。呉の統計学への志向が，ま
た再燃する。時すでに呉は， 33歳をむかえていた。 「私は其の頃まで，ぁッち
こッちして居たが，其のとき考へたのに，今までやった統計をもッと充分にや
るには英学ばかりでは参考書が少くて可けない，それで独逸を学ばうと斯う考
へた」25)と述べるように，呉の関心は，この時期， ドイツ語を修得することに
よって， ドイツ社会統計学の研究へむけられることになる。彼の統計学への第
二の開眼がここにはじまる。
1885年12月，内閣制度の実施にともなって，駅逓局にかわり逓信省が新設さ
れる。翌86年 3月，呉は新官制のもとで逓信属に任ぜられ同省記録課統計係長
となる。このとき，『駅逓局統計書」の編簗に尽力している。
1885年， 東京専門学校（早稲田大学の前身）の統計学講師として教壇にたつ。
ついで，翌86年専修学校（専修大学）でも田尻稲次郎の依嘱によって統計学講義
22) 1881<明治14>年11月設立。現在の東北本線，高崎線などの経営にあたった。日本最
初の私設鉄道会社。
23) 「著作集』第3巻， 236ページ。
24) 「著作集』第3巻， 196ページ。
25) 「著作集』第3巻， 196~197ページ。
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を担当する。さらに，明治法律学校（明治大学），私立東京商業学校でも統計学
を講じている。いま， そこでの請義内容を， この時期刊行された『統計詳説
上」，『統計原論j,『統計学論」などの著訳書から推察すると， ドイツ社会統計
学を中心とする体系にそって進められたと考えうる。なぜならば，呉はこのこ
ろすでに， ドイツ語の修得につとめると同時に，スタチスチック社での定期講
談会26)においても， 1887年 2月から講義を開始し，彼がここで「英書にはス
クチスチックはドウいふものかといふことの，うまくまとまったものが有りま
せんから，マイル氏のヂ・ゲゼツェメシヒカイト・イム・ゲゼルシャフトスレ
ーベン (Georgvon Mayr, Die Gesetz加 'iBigkeitim Gese/lsc加iftsleben.Miinchen, 
1877……注引用者）といふ本をもとにして講義を致さうと考へます」27)と語るよ
うに，呉が講読したマイヤの『社会生活に於ける合法則性』は，のちに高野岩
三郎によって邦訳刊行28)されるが， この時期すでに呉による紹介がなされて
いる。しかも，そこで展開される理論は，マイヤによって実質科学としての統
計学が確立されたドイツ社会統計学にほかならなかった。
1889<明治22>年 2月11日，紀元節を期して大日本帝国憲法が発布される。
翌90年11月29日，第一回帝国議会開院。他方，これと併行して1888年 4月に市
制• 町村制が， 90年 5月に府県制・郡制が公布され，地方自治制の整備も推進
される。しかし，その実体は中央統制の性格が強く打ちだされ，中央集権の実
をあげるためのものでしかありえなかった。が， 「国家顕著事項」の学を端緒
として生誕し，政治家の知悉すべき知識の学として出発した統計が，こうした
時代的潮流の気運に無関心である筈はない。呉の政治への関心が胎動する。彼
は，統計思想を政治に反映させようと考え，横山雅男，河合利安らと図り「経
済統計社」を設立する。 1889年 2月のことである。さらに，同社の機関誌とし
26)毎月，第2.第4土曜日に開催されている。
27)呉文聰「スクチスチック理論」第 1回， 『スタチスチック雑誌」第2巻第12号， 1887 
年3月， 118ページ。
28)高野岩三郎訳「社会生活に於ける合法則性」統計学古典選集第10巻， 1944年。
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て『経済及統計」29)を出版し，経済学と統計学の思想を鼓吹しようとした。同
誌第 1号は， 1889年 2月 1日に発行された。その「発刊の主旨」をみるとき，
「睦呼明治二十二年は是れ如何なる年そや我か邦の歴史に於て未た曽てあらさ
りし所の帝国議会開設の前年にあらすや地方自治の基礎たる市町村制実施の年
にあらすや郡制府県制を公達せられんとするの年にあらすや帝国憲法を発布せ
られんとする年にあらすや其他帝国議会議員撰挙区の如き議員候補者を予定す
る等の如き皆是れ本年中に於て為すへき事項にあらすや……実に本年は朝に在
るものも野に在るものも相共に多忙の年なり準備の年なり然るに此の千載ー遇
の一大時機に際し我か邦の人々は如何に之を処せんとするか……，夫れ本世紀
の下半期は空論の時代にあらすして事実の時代なり妄想の世界にあらすして着
実の世界なり去れは立法家，為政家，事務家及ひ其他の人々は社会の一大明鏡
たる統計に拠りて其実勢を明らかにし其形況を審らかにして以て其方針を定め
其議論を確実ならしめさるへからす」so)と，同誌主筆・横山雅男はその抱負を
高らかに認う。
いま，『経済及統計」に収録された内容をみると，高橋二郎「参考各国古今経
済学理論書目」，和田垣謙三「統計の経済学に於ける効用」，シュモラー (G.v. 
Schmoller)「理論経済学」，ガルニエ (C.J. Garnier)「統計或問」など，統計学
のみならず，明治期の経済学の展開過程を知るうえでも興味深い諸稿が掲載さ
れている。 しかし，『経済及統計』は 2年 6カ月の短命で廃刊（終刊は第3巻第
31号， 1891年7月）となっている。その主な原因は，購読者の減少にともなっ
て，出版費を負担していた磯部書店の行きづまりにあった。ともあれ，わが国
資本主義も，ょうやく原蓄期より脱皮し，産業資本の確立期へと移行していく
この時期に，たとえ短かくして終刊になったとはいえ，経済学と統計学を包括
する専門雑誌が刊行されたことは特筆されよう。
1889<明治22>年11月，呉は政治への関心絶ちがた＜， 東京・麹町区会議員
29)同誌総目録として，拙編「『経済及統計』総目録」， 1971年がある。
30)横山雅男「発刊の主旨」，『経済及統計」第 1巻第 1号， 1889年2月， 1~2ページ。
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となる (1894年2月まで）。 しかし，逓信省勤務との両立ならず， 翌90年 8月，
逓信省を退職。第二の在野時代をむかえる。ただちに明治生命保険会社に再度
勤務するも 3カ月にて退社している。 1891年5月，東京高等商業学校で統計学
講義を担当。また，同年 8月から新設の学習院大学科で統計学授業の嘱託（奏
任待遇）となり，「国勢比較大意」を講じている。ここでの教え子の一人に柳澤
保恵 (1871~1936)81)がいた。 1898年 7月，学習院教授となり， 1901年10月まで
講義を担当している。
このとき，帝国大学（東京大学）では， まだ統計学の講座がなく， わずかに
理財学，財政学担当の御雇外人教師エッゲルト (UdoEggert, 1848~93)をして
統計学の兼担講義をなさしめつつあった。そこで 1892<明治25>年 7月26日付
の呉の日記には，つぎのようにある。「加藤弘之君を訪問し大学（帝国大学·…••
注引用者）に於て統計学講師欠員の場合， わたしに委嘱せられんことを希望す
ると述べたるに対し，加藤氏は，よく相談すべし，との答えあり」32入さらに
同年 9月15日， 「穂積陳重氏を訪ね，大学に統計学の講座を設け，講師を委嘱
せらるる意思なきやを問う」88)。ところが，同年10月4日に，和田垣謙三評議
官から「大学にては統計の講師一人あるが上に，俸給もなきにつき否決せられ
たる旨の回答あり」84)との返答を受けている。
ここでの却下理由の真意は，何であったろうか。呉建（文聰の長男）が語るよ
うに「例へば，帝国大学に統計学の講義を設けたいと言ったところが，経費が
31)柳澤は，実業界では第一生命保険相互会社社長をつとめると同時に，第7回国際統計
協会会議（於：オスロ， 1899年）に最初の政府代表として参加し，また第19回同会議
(1930年）を日本に招致するのに尽力するなど，政府の各種統計関係委員を歴任して
いる。さらに統計学社社長，東京統計協会名誉会員，東京専門学校統計学講師などを
つとめ，私財で柳澤統計研究所を創設し，わが国の統計学ならびに官民統計の発展に
大きく貢献している。
32) 『著作集」第3巻， 127ページ。
33) 「著作集』第3巻， 127ページ。
34) 「著作集」第3巻， 127ページ。
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無いから許さないと言って置きながら後になって大学関係者の中から講座を持
つ人が出るやうになった」35)。さらには，呉文矩（文聰の四男）の「官僚大学の
人事のいかに狭隣低劣なものであったかを物語るもので，要するに本人に官学
出身の履歴なきため，かかる結果に終始したことは，今も昔も変らぬ官僚教育
の偏見の一面を暴露したものというほかはない」36)との言から推察できるよう
に，当時の呉の統計学にたいする知識や業績は，すでに官民を問わず充分認め
られているところであった。けれども，彼には正式の学歴が，なかんずく，官
学出身という履歴のないのが致命的な原因となったのであろう。すなわち，明
治絶対主義国家の官僚体制が着々と確立されるなか，官尊民卑の弊風が形成さ
れ，文部教育分野においても，この疎ましい風潮の洗礼をうけつつあったこと
は，想像に難くない。ここで，呉の無念さは，いかばかりであったろうか。こ
の1年後 (1893年9月）， 帝国大学法科大学に「統計学」の講座が設置されてい
る。
呉建のいうところによれば， 「文部卿の河野敏鎌と云ふ人は父を贔贋にして
呉れた人でありますが，此の人が一日，父を呼んで云ふのに『君のやうに筆も
立ち，口も達者な人が，方々掻廻して歩くと，人に憎まれるから気を附けたが
宜い。それに君は統計学を研究して居ることであるから，統計学の方で学者と
しての生活を続けた方が宜いではないか，いろいろなことに手を出すと，どっ
ちも巧く行かないから一つの仕事を仕遂げたら宜かろう』と言はれた。父はそ
れから専心，統計のことをやるやうにして勉強したと云ふ」37)ことを聞いたと
いう。 1893<明治26>年4月，農商務省に入る。ここで，呉は「農商務省属官，
官吏としては最下等，結局自分は出来損ないなり，到底自分の思うような仕事
は出来ざるべし。この上は少しでも自ら得たるところを以て，社会を益するこ
とこそよけれと思う。なお追あらば，統計学の発達を図るに力を添えることを
35) 「著作集』第3巻， 312ページ。
36) 『著作集」第3巻， 127ページ。
37) 「著作集」第3巻， 313ページ。
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決心す」88)と同年4月8日付日記で記している。ここに，呉の第三の官吏生
活がはじまり，「統計の仕事と研究」に専念しうる環境にもどることになる。呉
文聰， 41歳のときである。
同じ時期，呉文聰らを中心とする杉亨二派と藤澤利汽太郎との間に，統計学
の学問的性格をめぐって大論争89)が展開されている。ここでの論戦において，
わが国における数理統計学派の社会統計学派にたいする批判の原型を，われわ
れは藤澤に見いだすことができる。しかも，この論争における呉の主張から，
呉の統計学銀が，この時期にほぼ確立されていたことを知りうる。
1896<明治29>年4月，東京郵便電信学校の統計学教授を依嘱される。同年6
月，会計検査院に転属となる。 1898年2月，慶応義塾の統計学講義を担当。か
つて呉が塾生のころ，風儀上の理由から退塾を命ぜられた同塾の学風が， 「前
には破れた著物が宜い，綺麗な著物では可けぬと云ふ風であったが，今日では
シャレも0
慶応義塾の人が都下第一の洒落者と云ふやうになった。これも奇なことの一つ
である」40)と呉がいうように，今なおいわれる“慶応ボーイ”の塾風は，この
ころすでにみられたのであろう。
1898<明治31>年7月11日付，呉の日記に「統計院再興に関する意見書を大
隈伯に持来す。面会を得ず，次で同月十五日大隈伯に面会す，統計事業には必
ず与すべしと申さる」41)とある。 これは，呉が， 「統計院再興意見」を大隈重
信に宛てたのに対応する。すなわち， 1881<明治14>年 5月30日，参議大隈重
信の尽力もあって，太政官中に統計院が創設されるが， 1885年12月28日，太政
官政度の廃止，内閣制度の新生にともなって統計院は内閣所属のー局・内閣統
計局に，さらに1893年11月10日，内閣の一課（統計課）へと， 院は局へ，局は
38) 「著作集」第3巻， 128ペー ジ。
:39)くわしくは，拙稿「わが国統計学論争の一原型一明治統計学史における藤澤利喜太郎
と杉亨二派ー 」，『統計学」第25号， 1972年参照。
40) 「著作集」第3巻， 200ペー ジ。
41) 「著作集」第3巻， 131ペー ジ。
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課へと縮少を余儀なくさせられていく。このように政府の統計業務にたいする
冷遇のなか，朝野では，国勢調査の早期実施要求など，統計にかんする関心は
とみに昂まっていく。そこで呉は， 1898年6月，隈板内閣成立を期して，統計
院の再興と，官庁統計事務の組織体系について具体的な提案をなしたのであ
る。この意見が大隈に受け入れられるところとなり，同年11月 1日，統計課は
内閣統計局に復活している。
1898年11月，呉はふたたび農商務省属となり，統計課長（判任待遇）42)を命
ぜられる。以後， 1913<大正2>年6月まで， いわゆる農商務省「呉統計課」
ともいうべき時代を現出する。
翌99年6月，東京統計協会と統計学社との協賛になる統計講習会が開催され
る。本講習会は， 「ズッと前から統計学を普及せしめる為めには入り用なもの
で，是非，人を集めて教へなければならぬと云ふ」43)希望があって，その早期
開催がかねがね要望されていた。けれども，この時期「統計学社と統計協会と
軋礫をして」44)おり，したがって「学社と協会と聯合して講習会を開くと云ふ
ことは随分困難」45)な状勢であった。しかし一方，阪谷芳郎大蔵省主計局長か
らの「統計仲間に不和があっては，センサスを行ふときに妨害になる，さう説
が分れるやうでは私どもでも懸念を懐く，さう云ふことを調和してはドウか，
それが巧く相談が付くなら働かう，世話をしてやろう」46)というような執りな
しをえて，呉もその仲介に一役かっている。 この結果， 「統計ハ社会万般ノ事
実ヲ観察スル至良至精ノ方法ニシテ独リ学問上二於テ深奥ナル理論ノ好伴侶夕
ルノミナラズ政務事業上二於テ最モ確実ナル施設ノ良網導タルハ復夕弁ヲ侯タ
42)農商務省では，呉を技師に特別任用して高等官にする予定であった。が，統計事務は
技術の性質をもたないので，技師任用はできないという横槍が入り，判任官待遇で課
長をつとめた。
42) 「著作集」第3巻， 202~3ページ。
43) 「著作集」第3巻， 203ページ。
45) 『著作集』第3巻， 204ページ。
46) 『著作集」第3巻， 203ページ。
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ザル所ナリ。然レ共統計ハ調査機関二其人ヲ得テ始メテ此目的ヲ達スベキモノ
ナリ」47)との「統計講習会趣意書」が配布され， 1899年6月，第 1回統計講習
会が胎生した。爾後， 1911年まで前後 6回の開催48)をみている。同修了生は，
大蔵省をはじめとして税関，葉煙草専売局など817名の多くを数えている。さ
らに，これと並行して各府県における統計講習会も開始される。 「此の講習会
は日本の統計進歩の為めには用を為した」49)と呉が語るように，わが国の統計
教育史上において，同講習会が果した一定の役割は，さきの共立統計学校が残
した事功と同様に高く評価されるべきであろう。
これよりさき， 1895年9月21日，国際統計協会から日本政府あてに， 1900年
「世界人ロセンサス」への参加勧誘が届けられる。すでにこの時期，欧米の主
要諸国のほとんどが近代的センサスを実施するにいたっていた。けれども，ゎ
が国にあっては，杉亨二の主導になる「甲斐国人別調」のみが，近代的統計調
査の手法での人ロセンサスと呼びうるものであった。しかし，この「甲斐国人
別詞」は，たんに一地域だけを対象とした静態的試験調査の域をでなかった。
同調査に引きつづいて，統計関係者のあいだから，とくに東京統計協会などを
中心として「民勢調査施行の請願」が幾たびかだされ，全国人口調査の早期施
行が強く主張されるのであるが，政府の対処は遅々として進展せず，光陰のみ
がすぎさった。そこへ，国際統計協会報告委員ギュイヨーム (LouisGuillaume, 
1833~1924)からの1900年「世紀センサス」の勧誘に接するのである。政府と
してもなんらかの対策を取らざるをえなくなる。このため急逮，欧米諸国のセ
ンサス事務視察が計画される。その派遣員として，呉に白羽の矢が立った。彼
の統計知識と語学力がかわれたのである。 1900年4月，その任にあたるため内
47)総理府統計局編『総理府統計局八十年史稿』， 1951年， 189ページ。
48)その後， 1920年の第一回「国勢調査」実施に当たって，同調査事務担当の地方職員を
養成するために， 「内閣統計講習会」が開催されている。同講習会は当初1919年から
五カ年計画だったが，そのあとも継続して開かれた。
49) 「著作集」第3巻， 204ページ。
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閣統計局審査官（高等官待遇）を兼任となる。同年 5月19日，神戸から出発。ま
ずアメリカに渡り，同国の第12回国勢調査を視察。ついでイギリス，フランス，
ドイツとセンサス業務を見聞し，同年12月14日帰朝している。
これにさきだっ 1886<明治rn>年 3月22日，東京統計協会会長渡邊洪基より
統計局長石橋重朝あてに「人口調査草案」50)が提示される。ついで， 1896年 3
月11日， 「明治三十三年民勢調査施行ノ請願」51)が渡邊洪基を代表に呉ら18名
が，貴族院議長蜂須賀茂および衆議院議長楠本正隆あてに提出され，さらに同
月，「民勢大調査二付建議」52)が，東京統計協会会長花房義質から内閣総理大臣
伊藤博文あてに提議されている。これをうけて，「1900年人ロセンサス」の施行
が， 1896年3月25日，「国勢調査執行建議」（衆議院），同月26日「国勢調査二関
スル建議」（貴族院）と，それぞれ議決されるにいたる。ところが，政府の「1900
年センサス」実施にたいする熱意はうすく，たんに呉を欧米の統計事業視察へ
派遣するにとどまった。しかし，欧米での人ロセンサスの実施状況をつぶさに
体験する機会をえた呉は，政府にたいし人ロセンサスの早期実施にむけて強い
呼びかけを開始する。まず，つぎのような「国勢調査法律私案」を作った。
「一 国勢調査は明治三十八年を以て第一回とし爾後毎五年帝国全版図に施
行す
ー 第一回は小調査（人口に関する諸事項より職業に迄及ぶ）第二回は大調査
（小調査の項目は勿論経済上に関する諸事項等所謂米国流に類するもの）を施行
すべし爾後交互此の例に依る
ー 調査の範囲並方法費途負担の区分其の他必要なる規定及台湾に於て施
行すべき時期は命令を以て之を定む」58)
50)同調査委員として，小野禰ー，依田昌言，高橋二郎，武市利美，辻啓一郎，相原重政
らとともに，呉文聰も加わっている。
51) 「統計集誌』第176号， 1896年3月， 120ベー ジ。
52) 「統計集誌』第177号， 1896年4月， 162ペー ジ。
53)横山雅男「国勢調査問題と我が東京統計協会」， 『統計集誌」第359号， 1911年11月，
87ページ。総理府統計局編「総理府統計局百年史資料集成」第2巻， 人口上， 1976 
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上記案は， 1901<明治34>年10月12日，東京統計協会の10月定期会に諮られ，
審議，可決された。これをうけ，呉は，ときの多数政党である立憲政友会に働
きかけ，内藤守三の紹介をえて，同党から「国勢調査二関スル法律案」が衆議
院へ提出される。 1902年 2月18日のことである。この間，国勢調査の必要性に
ついて，世論を喚起せんものと，各新聞社にたいして記者会見を行なってい
る。これに応えて各紙上に国勢調査の早期実施への好意的な論説・記事などが
掲載54)される。同年2月25日，「同案」は衆議院を通過，ただちに貴族院へ送
付され，翌3月6日同院可決となり， 「明治三十八年国勢調査」実施が確定す
る。呉の多年の宿願がここに結実した。
“年寒く春いまだしと思ひしに
うれしくも聞く鶯のこゑ”
この歌は，「明治三十五年三月八日，鴬の声を聞く，法案（立案）の通過を喜
びて詠める」55)と題して詠ぜられたもので，呉50歳の作である。
1907<明治40>年 5月6日，高等官五等⑨良官）に陸叙。翌月，高等官六等農
商務統計事務官に任ぜられ，農商務大臣官房統計課長となる。呉の日記にはつ
ぎのように記されている。 1907年「五月六日 農商務省官制改正，統計事務官
を置くこととなる。統計事務官に任ぜられ，はじめて高等官扱いを為せり。こ
の地位造出までに実に十力年の長きを要したり。しかし格別有難くも，うれし
くもなし。また欲しくも勿論なし。ただ今後多少とも勉強のための足場はよく
なりたるなるべし。感想記す」56)と。以前に，官僚的職階制からくる杓子定期
的運用のため，低官位に甘んじてきた呉の待遇問題も，統計事務官が新設され，
高等官待遇となる。明治官僚機構のもとで，政表課発足以来，官庁業務の副次
的な部署として冷遇を余儀なくされてきた統計事務も，明治も後期を迎えるに
年， 441ペー ジ。
54)同記事については，「国勢調査の反響」，『統計学雑誌」第17巻第190号， 1902年2月，
25~39ペー ジ参照。
55) 「著作集」第3巻， 134ペー ジ。
56) 「著作集」第3巻， 137ペー ジ。
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いたり，ょうやく正式の認知をうけ，名実ともに一人前の取りあつかいをうけ
るにいたったといえよう。
1907年6月，海軍経理学校教授を嘱託される。 1911<明治44>年5月23日，
小倉市に出張講演中，脳溢血で倒れ，軽度の左側半身不随症となる。「医者の
方から言へば既に脳に異常を起して居るのであるから，其の以後に於いて父の
やって居ることは，全盛時代，円満に発達して居る時代にやったこととは同一
に認められない。著述でも演説でも病気前の著述演説と其の以後の著述演説と
は価値が自ら違ふものであらうと考へて居ります」57), と呉建は語るのである
が，呉文聴の著述活動は，このあとも衰えることなく20篇ちかくの論文を発表
している。 1913<大正2>年6月13日， 山本権兵衛内閣の下，緊縮財政施策の
一環として，行政整理方針が断行され，農商務省も統計課廃止のやむなきにい
たり，文書課に統合される。統計課長たる呉は， ここで官界を去ることとな
り，高等官四等（本官）に陸叙のうえ， 翌日廃官している。 15年間にわたった
農商務省課長生活を終える。このとき呉61歳である。翌7月，同省から，統計
に関する事務取扱いを嘱託される。 1917<大正6>年12月3日，杉亨二逝去に
さいし，杉邸祭席でふたたび脳出血。翌18年1月5日にも軽度の脳溢血を起こ
す。同年9月4日，尿毒症を起こしてたおれる。 1918<大正7>年9月19日，
午前6時19分死去。享年68歳であった。同月22日，青山・実相寺で葬儀が営ま
れる。戒名は「適心院文献聰達居士」とある。
〔Il〕
呉文聰の業績は，たんに統計学の理論的研究にとどまらない。統計学研究に
よって会得し，吸収された統計思想が，統計教育へ，統計実践へと還元されて
いくのである。とりわけ，彼が籍を置いた官庁統計にたいする改善，整備は，
その後のわが国官庁統計体系の規範となっていく。なかんずく，生産統計（農
57) 「著作集』第3巻， 305ページ。
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業・工業統計）を中心に労働統計（賃金統計），郵政統計などの基礎は，呉によっ
て確立された，といっても過言ではなかろう。
呉は，駅逓局在職時代 (1885~1890<明治18~23>年）に，郵政統計（逓信統計）
の基礎を定めている。すなわち，『駅逓局統計書」1)がそれである。同統計書は
1886<明治19>年2月刊行され， 1871<明治4>年から 1884<明治17>年までの
14年間にわたる駅逓局主管の事業全般にかんする統計で， 242ページにわたる
旭大な郵政統計表が収録されている。本書「例言」の末尾に
駅逓御用掛 呉 文聰
同識
駅逓八等属 岡本 坦
とあり， 同書は「郵政関係の通年統計第一号」2)として， 明治初期におけるわ
が国の郵政事情を知るうえで貴重な資料として残されている。
呉の農商務省勤務は，前後二回に分かれる。最初は1893<明治26>年4月から
1896<明治29>年 6月まで，ついで 1898<明治31>年11月から 1918<大正7>年
9月までと，延べ23年間におよび，後者においては，いわゆる「呉統計課」時
代を現出している。同課で統計業務を遂行するにあたって，呉が理想としてい
たのは， 「外国の先例に則って小票式調査を行ふことでありました。それは何
に就いて行ふかと云ふと，本邦の農業経営の情態，米麦の調査，家畜の調査，
工場会社に関する統計は，是非とも合理的の調査方法に依らなければならぬと
云ふことを常に説いて居られました」s)と， 当時，農商務省に勤務した細野繁
荘が語るように，ここで呉はわが国の官庁産業統計調査という実践分野に統計
理論の導入をはかり，ヨリ科学的な統計調査を企図するのであった。
具体的には，殖産興業から第一次産業革命へと進展する 1894<明治21>年，
従来の「農商務通信規則」はその体系が大きく改正される。すなわち， 「農商
務統計報告規程」（農商務省訓令第17号）が新しい生産統計として制定される。こ
1)同統計書は，郵政省編「郵政百年史資料」第30巻， 1971年に覆刻採録されている。
2)土屋喬雄「呉文聰と一部の業績について」，『著作集」第3巻， 18ペー ジ。
3) 『著作集」第3巻， 283ペー ジ。
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の改正の骨子は，第一に，生産構造を把握する静態統計と，生産量を把握する
動態統計とが峻別されたことである。第二に，表式調査からの脱皮である。す
なわち，実査にあたって「工場票」・「会社票」という小票（単記調査票）を用い
ての方式が採用されたことである。この小票の発案者が，呉文聰である。彼は
すでに『統計原論』 (1889年2月刊）の「第三篇統計ノ技術」のなかで，統計
調査は「小札」（小票）の運用によって，つまり調査票方式で実施することの必
要性を説いている。これら「小票」の採用によって，わが国の統計情報の収集
形式は，それまで支配的であった「表式調査」方式から脱皮し，近代的な調査
票形式すなわち「点計調査」方式への移行が図られることとなり，官庁統計の
調査体系にとって新紀元を画すことになる。しかし，点計調査方式への普及，
統ーには多少の時間を必要とした。明治27年改正による「工場票」を使っての
調査も，「地方より提出して来る小票に就いて点検するに，或は調査漏れあり，
或は記入の誤りあって，信用を措き難いものが少くない」公）という状態のため，
1909<明治42>年11月にいたって，農商務省令第59号「工場統計報告規則」の
制定をみる。 ここに近代的工業センサスとしての体裁がととのえられ，現行
「工業統計調査」の基礎体系が築かれる。すなわち，明治42年改正では， 5年
ごとに調査が実施され，工場主に申告義務を賦課した自計主義調査とし，もし
申告の拒否や虚偽の申告があれば罰金刑に処せられるという，つまり「統計の
真実性」を確保せんとするものであった。また調査対象工場の範囲もこれまで
の使用職工10人以上規模から 5人以上規模に拡大され，工場実態の正確な把握
ヘヨリ近づけんと意図された。いま一方， 「会社票」についても，呉は「此の
際，会社の調査（明治27年改正の「会社票」による調査……注引用者）をも省令に定
むるの必要なることを力説されましたが，否決の運命に遭遇されました」5)と
語られるように，わが国産業統計の発展過程においては，産業資本制生産の先
導役である工業統計（工場統計）が，もっぱらその旗手をつとめ，全事業所（会
4) 「著作集」第3巻， 283~284ページ。
5) 「著作集』第3巻， 284ページ。
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社）にまで統計対象を拡大するにはいたらなかった。 このことは，明治期にお
ける産業資本確立の過程と，政府の統計にたいする考え方とが，まさに符号す
るものであったということができる。
このほか， 明治17<1884>年分からはじまる「農商務統計表」について，呉
統計課時代にいくつかの改善が図られている。まず，累年比較の年数が，従来
5年， 7年， 10年等，不揃いであったのが， 1900<明治33>年発刊の「第15次」
統計表より10年比較と統一される。出版時期も「第17次」統計表まで一定して
いなかったのを，「第18次」 (1903年）から毎年3月に定期出版されることにな
る。「第19次」から，現行「産業分類」の前駆的形態として，すなわち「工場
分類」が採用され，このとき以後，わが国製造業における構造的把握が可能な
らしめられる。「第20次」より， アラビア数字によって表記され， 3桁ごとの
数字間隔をとって示される。さらに，英文対訳が付され国内外の便覧に供され
る。あわせて，物価賃金統計に指数が採用されたのも，このときからである。
「賃金統計」の分野でも，呉は，「賃金とは労働の能力（力量）に対する報
酬」6)であると定義し，そこで「賃金統計は畢寛職工の所得なり」7), すなわち
実質賃金あるいは実収賃金を調査することにあると主張する。それゆえ， 「賃
金統計の目的は社会に於て賃金に衣食する人々の普通の所得を知らんとするに
在り而して其何等の用を為すかを問へば其所得は日常の需用品を購ふに方り幾
何の力を有するかを知らんとするに在り而して之を知らんとするは一国人民の
幸福安寧の程度を知らんとするに在り」B)と賃金統計利用の具体的効用を明示
する。そしてその調査方法にふれ「賃金統計は労働者が一日又は一箇月又は一
箇年の間に受くる金額を調査する」9)ものであり，「普通賃金の取り方は一日金
6)呉文聰「物価，賃金，生計程度」， 『統計集誌」第269, 270号， 1903年8月， 9月。
『著作集』第2巻， 148ページ。呉文短編著『呉文聰統計学論文選集』（以下，『論文＾
選集』と略す••…•筆者）， 1972年， 313ページ。
7) 『著作集』第2巻， 149ペー ジ。『論文選集』， 314ペー ジ。
8) 「著作集』第2巻， 149ペー ジ。『論文選集』， 314ペー ジ。
9). 『著作集」第2巻， 149ペー ジ。『論文選集』， 314ペー ジ。
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何十銭と調査を為せと斯くするときは別に一箇年服業日数を調査せざるを得ず
服業の日数は業務に依りて異なるが故に是れ亦一種の調査にして容易の業にあ
らず故に大工業に於ける職工の賃金と工場の簿冊に職工が一箇年に受くる所の
総金額を調査し一箇年中の平均人員を以て之を除するを可とす此法に由りて一
職工の生計程度を計測することを得べし」10), つまり工場の賃金簿をもとにし
て，職工の一人一日当たり平均賃金を調査しようというのである。しかしその
具体化は，ただちに陽の目をみたわけではなかった。すなわち，大正末期の日
本銀行作成の「労働統計」をまたなければならなかった。「日本銀行の賃金統
計は，賃金率と賃金所得とを『定額賃金』，『実収賃金』の名のもとに明らかに
区別しつつ両者を対比してとらえている点で，異色ある統計」11)であるという
評価をうける根源は，明治中期にしてすでに，呉によってその賃金統計理論の
骨格が形成されていたのである。さらに賃金調査の結果表章においても， 1880
＜明治13>年から，統計院が全国の商業会議所および農商務省の地方庁から収
集した材料をもとに，たんに職人手間賃の標準率として，『日本帝国統計年鑑』
に掲載されてきたのを， 1900年以降，全国26商業会議所よりの報告にもとずき，
各職種別，産業別に全国平均賃金をもとめ，その正確性を期した。ここで，継
続性・連関性の原則が樹立され，その方法・形式において統一が図られて，時
系列的比較をできるように改良された。このことは，従前の統計表がたんなる
結果表の羅列にとどまっており，一貫性に欠けるものであったことから，そこ
には一段の進歩をみることになったといえよう。
「農業統計」の分野でも，呉は近代的な農業センサスを構想するのであるが，
「上官が之を容れ予算を与へて呉れなかった為めに，執行することが出来なか
ったのには，呉先生が常に長嘆して居られました」12)と語られるように，農業
統計にたいする「行政当局の関心は生産高の増減いかんにもっぱら向けられ，
10) 『著作集」第2巻， 154ページ。『論文選集』， 320ペー ジ。
11) 日本統計研究所編「日本統計発達史』， 1960年， 206ペー ジ。
12) 『著作集」第3巻， 283ペー ジ。
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農家の階層移動など生産構造の変化に対する関心が相対的に後まわしになるの
は，むしろ必然的であった」13)。なぜなら，明治政府の当局者たちの統計にた
いする認識は，行政上の必要に鑑みて遂行される行政目的そのものの調査活動
に主眼があり，調査結果たる統計値の正確性・信頼性にたいする問題意識は皆
無に等しかった。このことから，統計学の理論的認識に立脚しての統計調査過
程における問題はまった＜等閑視されていた。つまるところ，統計の作成とい
うことは行政活動の副次的所産としての意味しかもちえなかったのである。
したがって，呉の企図する点計主義に則った農業統計や企業統計（会社統計）
の近代的調査方法も，政府上層部の受けいれるところとならず，ただ資本制生
産の「担い手である工場についての統計だけが，他にさきがけて，辛くも近代
化の道」14)をたどりはじめることになる。
〔皿〕
正院政表課時代に開眼した呉の統計への志向が，具体的に開花するのは，さ
きにふれた『万国・国債政表全ー名万国国債統計」である。原著1)は，全 6章
からなり，つづいてバキステル論文をめぐっての討論が採録されている。ここ
で，バキステルの主意は，各種統計資料の分析をふまえて，国債発行の是非を
論じ， 国債の増加は国益の伸張につながるものであり， 「有益の事業のために
は，大いに国債を増加す可き」2)と唱えるものである。いま， 同訳書に付され
た「訳者序文」をみることによって，呉が初めて統計に取りくんだ時期，すな
わち呉の統計思想の形成初期における統計学観を窺うことができる。彼はい
ぅ，「『スクチスチック」学は諸学科中近時最も著しく開進せし学にして，世の
13)相原茂・鮫島龍行編「統計日本経済』， 1971年， 87ページ。
14)相原茂・鮫島龍行編，前掲書， 67ページ。
1) R. Dudley Baxter, "The Recent Progress of National Debts", Journal of the 
Statistical Society, Vol. XXXVII Part I, March 1874, pp. 1~14. 
2)林周二「解題」，『著作集』第2巻， 427ページ。
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之を議論するのは或は指して唯に一技芸に過ぎずとなし，或は単に事物穿槃方
に出ずと云へり。蓋し其の学域も猶幾分の疑ひを容るるものありと雖も，此学
は他の学域を犯すことなく，唯に人間社会上種々の異なるに従ひ，之れに感動
して変遷を生ずる人口の景況及人口の稀密増減，生死の天法，人命の夭寿又人
民盛衰の干満即ち治乱興廃の定数，人民の所行其他，山川，海嶽，晴雨，寒暖，
天災，自死，疾病，耕作，牛馬，食料，定屋，貿易，航海，歳入，製造，鉱
山，犯罪，教育，宗教，郵便等を数多くの実事につき一々究極するこれ此学の
学域為り」3)。つまり呉は，統計学の対象は人間社会の森羅万象を研究するこ
とにあると考える。そしてその対象把握の方法として， 「数多くの実事につき
一々究極する」4)ことなりという。すなわち， その調査方式において調査単位
を一つ一つ数えあげる点計調査方式の萌芽的認識がここにみられるといえよ
う。なおつづけて， 「スタチスチックの法に由れば過去の現象を見て，今日の
成果を知り得べく，今日の現象を見て未成の成果を察し得べし」5)と述べる。
ここでは，確率的思考によって因果関係を説明しようというのである。このこ
とから， この期における呉の統計学観は， 杉亨二の講義によって啓発された
「ドイツ新派統計学」，なかんず<'ハウスホーファの影響が強くみられる。と
同時に，この時期は周知のごとく，限界効用理論をその支柱とするいわゆる近
代経済学の草創期でもあった。したがって，統計学においても近代経済学との
交流をもつのみならず，マッハ主義や生物学の発展に促されて，数理解析的分
析手法による統計理論（英米数理統計学派）が台頭してくる。 とうぜん，呉が統
計学を吸収するにあたって，最たる拠りどころともいうべき「ロンドン統計協
会」の機関誌 (Journalof the Statistical Society of London)も，数理技術的色
彩をしだいに強めてくる。つまり，「一方では人間社会を対象とする社会統計学
を構想し，他方では確率数理を導入した方法論を組み立てるというその二元的
3) 『著作集」第2巻， 3ページ。
4) 『著作集」第2巻， 3ページ。
5) 「著作集」第2巻， 3ページ。
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な考え方」6)が，呉の初期の統計思想として構築されたといえよう。いま一つ気
づくことは，『万国・国債政表全ー名万国国債統計Jと，「政表」を Statistics
の訳語としてあて， 「統計」をサプタイトルに用いている点である。 これにつ
いては言及するまでもなく，この期においてはまだ，統計=Statisticsが定訳
として十分なる市民権を獲得していなかったことによる。
このあと，呉の著作活動は，著書，論文，翻訳，講義録と多岐にわたり，
200編をこえる業績を残している 7)。いまここで， そのすべてにわたって網羅
し，考察することは，筆者の力量のおよぶところではない。したがって以下，
6)鮫島龍行「明治維新と統計学一統計という概念の形成過程ー」，『統計日本経済」別冊
1971年， 21ページ。
7)呉の業績の詳細は，岡崎文規「統計研究文献全」， 1925年。ならびに同書を基にして
整理された，呉文妬「統計についての著書・訳書」，「統計についての論文」，『論文選
集』， 1972年。および，林周二「解題」，『著作集」第2巻によって知りうる。なお，
呉が『経済及統計」に寄稽した論文等が，上記のいずれにも収録されていないので，
以下に紹介する。
「統計学の要用」，第1巻第2号， 1889年3月。
「社会二統ーアルコトヲ論ス」，第 1巻第3号， 1889年3月。
「衛生的統計証明ノ必要ヲ論ス」，第1巻第5号， 1889年5月。
「女子長寿ノ説(1)」，第 1巻第 7号， 1889年7月。
「女子長寿ノ説(2)」，第 1巻第8号， 1889年8月。
「女子長寿ノ説(3)」，第 1巻第9号， 1889年9月。
「徴兵ノ身長二就テ」，第 1巻第10号， 1889年10月。
「統計ノ事物及ビ発達」，第 1巻第11号， 1889年11月。
「文明進歩ノ程度」，第2巻第16号， 1890年4月。
「統計学自序」，第2巻第16号， 1890年4月。
「貧困及ひ不道徳の原因(1)」，第2巻第17号， 1890年5月。
「会計上統計ノ必要」，第2巻第18号， 1890年6月。
「13本統計要覧序」，第2巻第18号， 1890年6月。
「漁業統計」，第2巻第19号， 1890年7月。
「貧困及不道徳の原因(2)」，第2巻第20号， 1890年8月。
「月別出産数ヲ論シ併セテ人間ノ品位二及プ」，第2巻第23号， 1890年11月。
「月別出産数ヲ論シ併セテ人間ノ品位二及プ」，第2巻第24号， 1890年12月。
「社会学の講究に於ける三方法」，第3巻第25号， 1891年1月。
「地租軽減問題二就テ」，第3巻第26号， 1891年2月。
「社会学の講究に於ける三方法」，第3巻第27号， 1891年2月。
「添田寿ー氏の地租軽減論を読む」，第3巻第28号， 1891年4月。
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呉文聰の統計学観ないしは統計思想が如実に示されていると考えられる著書や
論文に標的を絞って考察を行ないたい。それゆえ，便宜上その内容を， (1)一般
統計論（統計，統計方法および統計理論）と， (2)特殊統計論（応用・実際統計）とに
分類・整理のうえ稿をすすめる。
(i) 
呉が，はじめて統計学を体系的に論じたのは「統計論」8)においてである。
そこでは，「統計ノ事務ハ，只ダ多クノ事実ヲ集メ其数字ヲ列スルニ止マルニア.... 
ラズ，学術二適ヒタル方法二因テ，社会現象ノ相与ノ関係及ビ其原因ヲ看破ス
ルノ域二達セシムルガ如ク其事実ヲ整理排列セザ｝レ可ラズ」9)(傍点……引用者）
というように，統計学の任務は「社会現象」の実体的解明にあるという見解を
示す。さらに「統計学二従事スルモノハ其任ノ貴任ナルヲ思ハザル可ラズ。…
・・・自己ノ論説ヲ証スル為メニ事実ヲ作為ス可ラズ，又利害ヲ慮リ其実ヲ任グ可
ラズ……。統計家ハ，事物ノ利害二付キ世論ノ吸々タルヲ聞カバ平心虚意以テ
之ヲ熟慮シ，・・・・・・輿論ヲ善良ノ道二導クコトヲ勤ムベシ。統計会ハ，世人ノ耳
目二存スル論題或ハ後来輿論トナル可キ事件二就キテハ，予メ材料ヲ集メテ該
会ノ論題トナシ，之ヲ討論探究シテ誤謬ヲ質シ，以テ要路君子ノ参考二供ス可
シ」10)_と統計学者，統計実務家，統計学会にたいして統計へ取りくむにあたっ
てのあるぺき姿勢への提言をおこなう。ついで， 「法律ノ始メテ頒布セラルル
二当リテハ則チ其効験二注意シ，其成果如何ヲ試験ス可シ」11)と立法的施策に
おける統計的検証の重要性を説き， 「統計ハ人及ビ人ノ行為二拘ハル経習法ヲ
発見スル方法トナリ，又社会ノ関係卜進歩トニ就キ其大勢ヲ知ラシムルノ具卜
8) 『統計集誌』第2~4号， 1881年3月， 6月， 12月。本論文の底本は， G.J. Shaw-
Lefevreの会長就任講演 (1877年11月20日）， Journalof the Statistical Society, 
Vol. XL, Part IV, Dec. 1877, pp. 509~530. によるものとみられる。
9) 「著作集』第2巻， 4ペー ジ。
10) 『著作集』第2巻， 4ペー ジ。
11) 『著作集』第2巻， 4ペー ジ。
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為ルモノナリ」12)という。さらに，社会法則と因果関係に言及して， 「其ー ハ
今論ズル所ノ事件二非ザルー他ノ事件ヨリ今マ論ズル事件ノ決断ヲ推算スルコ
ト••…•，第ニハ現象ノ点検ヨリシテ仮リニ決断ヲ為シ，而ル后予定ノ論理二因
リテ之レニ人性ノー主義ヲ付スルコト」13)と整理し，それがためには，
「第一，世上二現出スル同種ノ実事ヲ集メ，之ヲ概括シテ社会ノ経習法ヲ推
知スルノ用二供スルコト。
第二，原因ヲ推知スル為メニ，材料ヲ供へ，以テ或ル現象二関シ学術上ノ
関係ヲ定ムルコト。
第三，予定論理ヨリ定メタル決断ヲ証シ，以テ社会ノ有様及進歩ヲ統制ス
ル天然法ヲ確定スルコト」14)。
と，統計利用の論理的手続をまとめている。ひきつづき，統計の誤用にまで論
及し，「統計誤用ノ論弁ハ，其用法卜同ク統計ノ為メニハ殊二貴重ナル者ナリ。
且ツ私利ヲ謀リ或ハ自己ノ所見二人ヲ誘導セント欲スル者ノ軽率ナル概括不足
ナル識見又ハ謬論二対シ，保護ノ必要ナルハ固ヨリ論ヲ（癸タズ」15)と述べ，こ
のあと具体的な誤用例をイギリスの諸統計を引用し紹介している。
明治10年代初期のわが国統計学界は，いうまでもなく，西欧諸国からの移入
統計学，すなわち翻訳統計学の段階にあった。このような時期にまとめられた
12) 『著作集」第2巻， 5ペー ジ。
13) 『著作集』第2巻， 6ペー ジ。
14) 『著作集」第2巻， 7ページ。ここで列挙された要点は， G.J. Shaw-Lefevreのあ
げる， 1.Enable us to generalise in certain cases, and to infer from such 
generalisations empirical laws of society. 2. Supply us the material from 
which we can deduce causes, and thus establish a scientific relation between 
certain phenomena. 3. Enable us to verify the conclusions which have 
been drawn from a priori reasoning, and thus establish on a sure basis 
the laws which govern the condition and progress of society. ("Inaugural 
Address of G. J.SHAW-LEFEVRE, EsQ., M. P., PRESIDENT of the Statistical 
Society, delivered on Tuesday, the 20th November 1877," Journal of the 
Statistical Society, Vol. XL, Part N, Dec. 1877, p. 513.)に対応するものである。
15) 「著作集」第2巻， 14ページ。
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呉の「統計論」は，英国統計協会の雑誌論文を「摘要一布術したものではある
が，統計学＝科学説の否定の部分の省略をはじめとして文聰独自の手直しがあ
り，単なる摘要とは見倣しえないものを含んで」16)いると，浦田昌計氏が考証
されるように，呉の初期の統計学観を知るうえで，本論文は貴重な資料を提供
してくれる。と同時に，この時期におけるわが国統計学界の一般的背景，すな
わち杉亨二を中心とする統計家たちは，いずれも官庁の統計実務家であり，か
つ明治初期における強烈な彼らのナショナリズムとがあいまって， ドイツの国
状学派に端を発するドイツ社会統計学を広く承認したという，思想的影響を把
握する上においても，重要な業績として特筆できるであろう。
「「スクチスチック」理論」17), 「スクチスチックノ学理」18)は， G.v.Mayr, 
Die GesetzmaBigkeit im Gesellscha/tsleben. Miinchen, 1877. の紹介であり，
のちに呉の処女著作『統計詳説上ー名社会観察法』19)に集約され，収められる。
本書は，市町村制の発布 (1888年4月）にそなえて，統計「事務家ノ便二供セ
ン」20)との意図から著わされたもので，統計学史，統計の意義と統計学の方
法，統計作成の実際と利用が，平易な口述体で説明されている。凡例で「参考
書トシテ引用セシ書籍ハ，フォン・ヨーン氏統計学言語，井歴史的筆録，ゲヲ
ルグマイル氏社会生活有序論， コルプ氏比較統計纂要， ワッペウス氏統計案
内，ハウスホーヘル氏統計教授書，…•••」21) と紹介されるように．呉はこの時
16)浦田昌計「書評，呉文灼編著『呉文聰統計学論文選集』」，『統計学」第26号, 1973年，
105ペー ジ。
17) 『スタチスチック雑誌」第2巻第12号， 14号， 1887年3月， 5月。
18) 「東洋学芸雑誌」第66号， 1887年3月。
19)鳳文館， 1887年7月刊，四六版，全280ペー ジ。
20) 『著作集」第1巻， 4ペー ジ。
21) 『著作集」第1巻， 4ページ。なお，ここで呉があげる引用書籍の原書名は，和訳タ
イトルから推察して，それぞれつぎのとおりであるとみられる。
V. John, Der Name "Statistik―E切eEtymologisch-historische Skizze". Berne 
1883. 本稿は，英訳されて Theterm "Statistics", Journal of the Royal Statisti-
cal Society, Vol. XLVI, Part IV, Dec. 1883, pp. 656~679. に掲載されている。
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期修得したドイツ語を活用することによって，当時，わが国で入手しうる国内
外の文献，資料を渉猟し， ドイツ社会統計学を本格的に消化・吸収して，その
成果を問うものである。
その内容をみると，「第一編統計学の歴史，第二編統計の意義と統計学
の方法，第三編 統計作成の実際と利用」からなる。ここで，とくに呉の統計
学観が打ちだされるのが，「第二編統計の意義と統計学の方法」である。彼
は，統計学には階級が三段あると考える。「第一段は学問上の研究で学者がそ
の任を持つべきもの」22)で，人間社会の運動法則の発見や比較をとおして，社
会の進歩に役だてるものであり，第二は政治上の目的に，「第三は各種の専門学
者や事業家が自分の専門にする学術に，又は営業上の参考として使ふもの」23)
と述べる。 さらに， 統計を学問と方法とに分け， そこで人間社会（社会現象）
は，大量観察法によって知る必要があり，物理社会（自然現象）では， 「一つの
物に就いて能く親察をする方が先き」24)で，統計の方法を用いるのは第二にな
るという。 このことから， 「物理社会に用ふる時は統計の方法といひ，人間社
会に用ふる時は学問」25)であるという。
いま上でみたように，本書においても呉の初期の統計思想が明確に表わされ
ているといえよう。なぜなら，参考資料からも理解できるごとく，大量観察法
をその学問体系の中心とするドイツ社会統計学派の強い影響のもとに世に問わ
G. v. Mayr, Die Gesetz加詔igkeitim Gesellschaf tsleben. Munchen, 1877. 
G. Fr. Kolb, Handbuch der vergleichenden Statistik. der Volkerzustands-und 
Staatenkunde. Zurich, 1857. 
J.E. Wappaus, Einleitung in das Studium der Statistik. Vorlesungen gehalten 
an der Universitat Goltingen van Professor Dr. ]. E. Wappaus. 
Herausgegeben van Dr. 0. Candi!. Leipzig, 1881. 
M. Haushofer, Lehr-und Handbuch der Statistik. Wien, 1872. 1882. 
22) 『著作集」第1巻， 23ペー ジ。
23) 「著作集」第1巻， 23ペー ジ。
24) 「著作集」第 1巻， 32ペー ジ。
25) 「著作集」第 1巻， 27ペー ジ。
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れたものであり，ここで構築された呉の統計学観が，その後の彼の統計思想の
根底に流れるものとなっていくからである。
いまここで，呉の『統計詳説上』における統計学の定義をめぐって，一つの
論争がはじまる。
すなわち， 1888<明治21>年4月14日に開催されたスクチスチック社第30回
常集会で，今井武夫が「統計詳説の著者に質す」26)との演説を行ない，同年6
月23日の同第35回常集会で，呉文聰が「統計詳説著者の資格を以て今井武夫君
の質疑に答ふ」27)との反論演説に端を発す。
そこで，今井は， 「余は知るスタチスチックは人間社会を観察する科学なる
を之を詳言すれば総量探討の方法に依り事実の消長進退を研窮し原因結果の関
係につき真理の存するところを明にするものなりスタチスチックに方法あるは
なほ化学に分析法，物理学に試験法あるが如しスタチスチックが総量探討の方
法に由りて事実の関係を研究するは化学が分析術に頼りて物質の成分を知り物
理学が試験法に依りて物体の性質を知ると一般なり故に方法なるものは斯学一
部の要具たるに過ず決して一身分体して学問と為り方法と為り各箇独立するに
あらず」28)と，呉の説に異論をとなえ， つづけて， 「余の言ふ学術上の研究に
係はらざるものなりせば決してスクチスチックと称する能はざるなり」29)と結
ぶ。換言すれば，つぎの二点において，呉の主張に間違いがあるというのであ
る。すなわち，「一，著書によれば統計学の本領は人間社会のことを知るにあ
り，其統計を他の学問が借りて使ふのでその場合には統計の方法と云って学問
とは云はず。又曰く物理社会即ち統計の方法にて人間社会即ち統計の学問なり
と。何故に此く応用する場合によりて学問と方法の別を生ずるや。統計は学問............ 
と方法と独立分裂するものに非ず。方法は統計なる科学中の一要具たるのみ。
26) 『スタチスチック雑誌』第3巻第27号， 1888年7月。
27) 『スタチスチック雑誌」第3巻第27号， 1888年7月。
28)今井武夫「統計詳説の著者に質す」，『スタチスチック雑誌」第3巻第27号， 1888年7
月， 296~7ペー ジ。
29)今井武夫，同上論文， 297ペー ジ。
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二，著者は物理社会に於ける応用の例として鶏卵の成分分析，人間の骨格検査
等を挙げたるも此の如きは個々の穿竪なり，個々の穿竪に属する事実は統計の............ 
方法の支配するところに非ず」80)(傍点……引用者）。
この問いにたいして，呉は「統計詳説著者の資格を以て今井武夫君に答
ふ」81)と，つぎのように答える。第一の疑問にあっては，今井の主張を一応肯
定し，
「然れ共論者の言の如く只だスタチスチックは人間社会を観察する科学にし
て方法は其要具なりとのみ説かば此方法を人間社会以外のことに用いる時に際
り果して之を何と名くべきや将た人間社会以外には之を用いることなしとする
や……兎に角君はスタチスチックを以て方法と科学とに別たざる論者なること
は更に疑を容れず……然れ共スタチスチックを以て方法及び科学と為す説は敢
て余が臆断にあらず」82)として， G.v. Mayr, M. Haushofer, A. Gabaglio, 
M. Block, そして W.Hooperが引用する E.Engelの所説を援用し，
「而して何故に斯く区別するやと問ふに人間社会の事物はスタチスチックを
待て始めて考究すべきものにして之を人間社会以外の場合に用ゐるものと同じ
からざるものあればなり加ふるにスタチスチックの方法を借用する場合を以て
悉くスタチスチック学の範囲なりとせば殆んど際涯あるなく学問それ自ら其区
域を知らざるの奇観に陥り又之に反して人間社会の考究を以て之を他の科学に
譲る時はスタチスチックは姦に科学たる名称を辞し唯だーの方法たるに止り殆
んど論理学の如き一種の智識たるに至らんのみ」83)と結んでいる。
また，第二の疑問にあっては，今井の誤読によるものと思われ，呉は，人間
社会とことなり物理社会では，同一物を詳細に調べれば，その確実性が判明す
30)森田優三「統計学雑誌に現はれたる我国統計学の発展ロ一日本統計学史資料ー」，『統
計学雑誌』第602号， 1936年8月， 334ページ。
31)呉文聰「統計詳説著名の資格と以て今井武夫君に答ふ」，［スタチスチック雑誌」第3
巻第27号， 1888年7月。
32)呉文聰，同上論文， 299~300ページ。
33)呉文聰，同上論文， 305ページ。
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る，それゆえ統計の方法は第二のものになるというのを，今井は，これはスタ
チスチックには関係ないと主張するのである。呉もこの点にかんしては，同書
の再読を希望するにとどまっている。が，この呉の応答論文にたいして，今井
はさらに「再び統計詳説の著者に質す」34)と疑問をだす。それはもっぱら，さ
きの第一点にかんしてであるが，
「成程他の学問の範囲内にありて働らく時と自身の範囲内にありて働らく時
と二つの場合あるは明らかなり然しながら之を以てーは方法なり他は学問なり
とせらるヽは更に解する能はざる所なり•…••数字の入込得る範囲はスタチスチ
ックが入込得る範囲なれば他の学問に応用せらるヽことあり恰も化学の分析術
が工芸学に応用せられて工芸化学なるものあるが如し…•••他言すれば他の学問
がスタチスチックの方法を応用して自身の研究を為すときにして若し呉君の物
理社会即ち方法（……）といへるは此場合を指示したるものなりとせば応用さ
れたるスタチスチック（アンウェンデ・スタチスチック又はプラッキス）となん称す
ベけれ方法たるスタチスチック（スタチスチッシェー・メトーデ）とは決して云ひ
難し・・・・・・方法なるものは実に斯学の一要具たるのみ然して広く用ひらるヽ場合
あり（他の学科の研究に）狭く用ひらるヽ場合あり（人員学の研究に）此広狭の場
合を斯学がーは方法と称しーは学問と称し独立分体することは学問上決して存
すべきの道理にあらずと強て学問上より之が名義を下さんとなればーを純正ス
タチスチックーを応用スタチスチックと命じたらんには恐らくは穏当なるを得
べき乎」35)と，つまるところ今井は，呉の「物理社会即ち統計の方法…...」と
の文言をめぐって疑問を出したのであって今井も末尾において， 「統計詳説中
物理社会即ち統計の方法といふ文字なければ否此問題を永解することを得ば小
許の気に入らざる点は数歩を屈して左祖し自進んで君が今日スタチスチックを
旗挙せらるヽの御手伝を為すべし」86)と結語する。
34)今井武夫「再び統計詳説の著者に質す」，『スタチスチック雑誌』第3巻第29号， 1888
年9月。
35)今井武夫，同上論文， 452~4ペー ジ。
36)今井武夫，同上論文， 454~5ペー ジ。
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この今井の再論にたいして，呉は「再び今井武夫君に答ふ」37)を寄せ，今井
が「数字の入込得る範囲はスタチスチックが入込得る範囲•••…」という個所に
たいして， 「此に……スタチスチックなる文字は科学にあらざるべく必ずや大
量観察の方法なるぺし若し夫れ之を大量観察の方法なりとせば時に由りてスタ
チスチックが方法となること明瞭なり否な君が自ら之を証明せしなり」88)とし
て，さらにマイヤ，プロックの説を引用し再論駁を行なう。そこで，呉が「物
理」と翻訳したのはナトウルのことであって，社会生活に対峙するところのナ
トウルレーベンをさしているのである。しかも，物理社会すなわち統計の方法
という文字も，「統計詳説上」中に使用していないと述べる。今井のほか，阪
谷芳郎からも「統計詳説批評」（『出版月評』第3,4号， 1888年10月， 11月）がださ
れ，これにたいする反論として「阪谷氏の統計詳説批評を読む」89)があるが，
この内容はもっぱら書物の体裁，篇別構成にかんするものであった。
いま，この論争を通じて窺えることは，今井はもっぱら前期ドイツ社会統計
学派（実質社会科学説）によっての論旨の展開であったのにたいして，呉にあっ
ては後期ドイツ社会統計学（社会科学方法論説）の影響をうけた応酬であったと
理解できる。すなわち，呉はこの時期すでに， ドイツ社会統計学派の前期から
後期への変質過程を鋭くみつめていたのであろう。
『統計詳説上』の下巻は，出版社である鳳文館の閉店により上梓されなかっ
た。 しかし，事実上の続編として「応用統計学」40)が， 翌1888<明治21>年 6
月出版される。前著が統計学の理論的構築であったのにたいし，本書ではそれ
をうけて応用統計編をなすものである。まず，統計の調査対象をフランス統計
局長ドロシュやプロシア統計局長エンゲルによって紹介したのち，土地統計，
人口統計，人口動態統計，衛生統計，生命統計と項目別にとりあげ，詳細な解
37)呉文聰「再び今井武夫君に答ふ」，『スタチスチック雑誌」第3巻第30号， 1888年10月
38)呉文聰，同上論文， 503ペー ジ。
39)横山雅男（鉄硯狂史）「阪谷氏の統計詳説批評を読む」， 『スタチスチック雑誌』第3
巻第29号， 1888年9月。
40)冨山房， 1888年6月刊，四六版，全304ペー ジ。
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説を加えている。しかし，ここではまだ経済統計の項目はみられない。
1888<明治21>年 4月，市町村制が公布される。呉は， これに対応して「市-
制及町村制ヲ読ム」41)をまとめる。 これは各自治体にたいし， 「第一 各市町
村ノ記録ハ極メテ精密ナル可キ事。第二 欧米諸国ノ人口調査法二依テ人ロヲ
精査ス）レ事。第三 各市町村ノ財産及収入支出ヲ整理ス）レ，ーニ統計ノ精神ヲ
以テスル事」42)と主張するものである。つづく， 「今日ハ統計事業拡張ノ時期
ナリ」48)もまた， 「人口調識業調財産調（或Jレ種類二限ル）等ヲ第一着トシ，又
政府二在テハ，特二他日将サニー変スベキ政費収支ノ調査ヲ為スベシ。此等各—
種ノ統計ハ実二方今我国二於テ燃眉ノ急務」44)なりと，明治も中期を迎えるこ
の時期にまだ十分ならざる統計事業にたいして，その拡張，充実を強く要求す
るものであった。
『統計原論』45)は， さきの『統計詳説上」の改訂版ともいうべきもので， J.
E. Wappaus, M. Block, G. v. Mayr, M. Haushofer, V. Johnなどの所説を
取りいれて教科書として編述されたものである。文章体で述べられている。そ
の内容は，「第一篇 統計ノ歴史（統計学史），第二篇統計ノ理論，第三篇統
計ノ技術」の構成がとられている。とくに，「第一篇 統計ノ歴史」のうち「統
計調査実施ノ歴史」では諸外国の統計史を説明し， ついでわが国についても
「今日ヨリ千年前二在ッテ已二人民戸ロヲ校シ男女調役ヲ課ス等ノコトアリ又
以テ古来統計的調査ヲ実施セシヲ知ルヘシ左二黒川翼頼氏ノ調査二係）レ日本人
口総計考ヲ講ヒ得揚ケテ考証トス」46)と，外国統計史にならべて同考全文を引
用し日本の統計史を紹介している。のちに日本統計史の研究方法について，小
島勝治から「国学者または有職故実学者の手によってその台本がなされていた
41) 『統計集誌」第81号， 1888年5月。
42) 『著作集』第2巻， 39ペー ジ。
43) 『統計集誌』第83号， 1888年7月。
44) 「著作集』第2巻， 46ペー ジ。
45)博聞社， 1889年2月刊，四六版，全286ペー ジ。
46)呉文聰「統計原論』， 1889年， 38ペー ジ。
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ことは日本統計史のために不幸であった，のちの統計史をとくものの無能にも
よるが観念的な事件の併列，雑学的考証の誇らしさが止揚せられず今日にいた
ったからである。呉氏もまたこれを自己の統計学に導入しながら体系的な整理
をほどこそうとはしていない」47)との痛烈な批判をうける。しかし，呉の「統
計原論』によってはじめて日本の統計調査史が取りあげられ，紹介されたこと
を考えるとき，その研究方法はたとえ未熟なものにとどまっていたとはいえ，
十二分の意義を認めるに吝かではない。
つづいて，「統計学論』48)が出版される。本書はJ.E. W appaus, Einleitung 
in das Studium der Statistik. Leipzig, 1881. の翻訳で，ワッペウスがゲッチ
ンゲン大学で1878~79年の冬学期に講義したものの筆録である。巻頭に呉秀三
（文聰の実弟）の「序文」が付されている。
この時期，呉の執筆活動は目をみはるものがある。呉40歳のとき， 400字詰
で500枚の原稿が 1週間で書きあげられた。『統計学完」49)がそれである。同書
序文によれば， 1890<明治23>年「二月二十有八博文館員坪谷君来リ統計書一
巻ヲ著ハサンコトヲ請フ余其期日ヲ問フ曰ク来三月十日其十二日印刷二着手シ
其二十五日成功ノ予定ナリ……七日ニシテ乃チ此書ヲ作ル」50)とあるように，
わずか7日間で脱稿するのである。そこまで急いだ真意は何であろうか。「世
間統計的智識ノ如何ヲ問ヘハ未夕其何物タルヲ知ラザルモノ甚少ナカラス然ラ
ハ則チ余力将二盛スベキ所ハ如何唯夕機会二遭フコトアル毎二演説二著作二此
学ノ普及ヲ謀ルニアルノミ其著作…・・・旧稿ヲ反覆シ彼此ヲ補綴シ」51)との言か
らわずかに推察するにとどまるが，林周二氏によると， 「ただ当時， 博文館は
『政治学・経済学・法律学 講習全書』全24巻の出版を企図し，明治23年 1月
より12月まで毎月 2冊ずつの刊行を急ぎ，各著者を怨憑鞭達した事情があった
47)小島勝治著「日本統計文化史序説』， 1972年， 452~3ペー ジ。
48)博聞社， 1889年2月刊，四六版，全375ペー ジ。
49)博文館， 1890年3月刊，四六版，全462ペー ジ。
50)呉文聴「統計学完JI,1890年， 自序 1~3ペー ジ。
51)呉文聰，同上書， 2~3ペー ジ。
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らしい。他巻の著者がいずれも全て帝大出の学士たちであったことから，学歴
コンプレックスの人一倍強かった先生が，ある種の負けぬ気を起して引受け，
仕上げられたものと考えられなくもない」52)と推測されている。同書の内容は
「第一編理論統計，第二編実際統計」から構成されている。
「統計学ノ要用」53)は，「経済及統計』の発刊主旨を，「経済及ヒ統計二係｝レ
学理卜応用トヲ論究シテ以テ之ヲ世二公ケニスル」54)と述べ， 「統計学ノ範囲
中ニハ国家及ヒ社会ノニ様アリー国家若シクハ数国家ヲ目的トシテ論スル時ハ
一種ノ国家学ニシテ統計上蒐集セシ事実即チ材料ハ皆政治ノ用トナリ立法行政
議政等諸家ノ参考トナリ以テ国家ヲ補益スルノ具トナルモノナリ……。今視点
ヲー変シ更二社会的ノ眼ヲ以テ之ヲ視レハ政治ノ思想ヲ離レー社会若クハ数社
会ノ現状ヲ視察スヘキ必要アリ」55)とワッペウスの所説を引用して，国家なら
びに社会において統計が果す役割の重要性を語る。また， 「社会二統一ノ法則
アルコトヲ論ス」56)では， 「統計学ノー派ハ今日二在リテハ人類及ヒ国家ノ現
象ノ分量及ヒ其運動並二其規則ヲ研究スルヲ以テ目的トスルモノ」57)であると
して，ケトレーやハウスホーファに拠って「人生社会ニハ一定ノ規則アリテ存
スレドモ此規則ハ変ラサルモノニハアラサルカ故二人生社会ヲ瀾束スル法則ノ
原因ノ性質ー変スレハ之卜共二法則モ亦ー変スルモノナリ」58)と説明し，それ
ゆえ「人皆ナ日ク政治ハ社会ノ反影ナリ政治寛大公明ナル時ハ社会有徳ノ徴候
ニシテ政治ノ圧抑甚シキ時ハ社会ノ狂暴ナル反影ナリ」59)と，政治の善悪と社
会法則との関係を論じている。
'52)林周二「解題」，『著作集』第1巻， 686ペー ジ。
53) 『経済及統計』第1巻第2号， 1889年2月。
: 54)呉文聰「統計学の要用」，『経済及統計』第1巻第2号， 1889年2月， 53ペー ジ。
55)呉文聰，同上論文， 53~54ペー ジ。
.56) 「経済及統計」第 1巻第3号， 1889年3月。
57)呉文聰「社会二統一ノ法則アルコトヲ論ス」，『経済及統計」第1巻第3号， 1889年3
月， 98ペー ジ。
58)呉文聰，同上論文， 98ベー ジ。
.59)呉文聰，同上論文， 98ペー ジ。
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「経済スタチスチック論」60)および「斯氏統計要論」61)は，アメリカ・コロ
ンビア大学教授RichmondMayo-Smithの内容翻訳で，後者は， Publication
of American Economic Association, Vol. 3, 1888. 所収の論文 "Statistics
and Economics" の翻訳である。同論文は1891<明治24>年10月，『斯氏統計
要論J62)にあらためて独立の単行本として発刊された。
1891年 9月，「理論統計学』68)が刊行される。本書は，東京高等商業学校，
学習院大学科などでの講義体験から，統計学を平易に理解せしめんと著わされ
たもので， 125節からなる問答形式をとっている。その後， 1895年12月，「訂正
理論統計学』として改訂版が出されている。
「スクチスチックの意味及範囲」64)は， Rovertvnn Mohlの『国家学通論』
(Encyklo拉dieder Staatswissenschaften. Tiibingen, 1859)の「第二編史的国
家学，第二章統計学」の訳出であり，統計学の概念および範囲，典拠，統計
学の歴史および文献にわたって簡潔な説明がなされている。
「統計の話」65)は，国家学会における呉の講演で，その内容は，まず統計学
史と統計調査史の混同をいましめ，統計学を定義して三つの説があるという。
すなわち， 「第ーは統計は方法なりと云ふ者第二は統計は科学なりと云ふ者及
び第三は方法にして科学なりと云ふ者」66)である。呉はここで，第三の説をと
るエンゲルによって統計学の体系を説明し，統計学の目的を整理して， 「其第
ーは四園の現象を知るの必要なり四園の現象を観察して事実を記録し材料を蒐
60) 『スタチスチック雑誌』第5巻第49~51,53号， 1890年5月~7月， 9月。
61) 『スクチスチック雑誌』第6巻第62~66号， 1891年6月~10月。
62)磯部太郎兵衛商店， 1891年10月刊，四六版，全143ペー ジ。
63)冨山房， 1891年9月刊，四六版，全92ペー ジ。
64) 『スクチスチック雑誌」第6巻第67号，『統計学雑誌」第7巻第70号， 72号， 1891年
11月， 1892年2月， 4月。
65) 『国家学会雑誌」第6巻第68,69号， 1892年10月， 1月。『統計学雑誌」第7巻第79,
80号， 1892年1月， 12月。
66)呉文聰「統計の話」，『国家学会雑誌」第6巻第68号， 1892年， 10月， 597ペー ジ。「統
計学雑誌」第7巻第79号， 1892年1月， 543ペー ジ。
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集する……，其第二は一の現象は他の現象と如何なる関係に於てあるやを知る
-. …相互間の関係を知ることなり，其第三は関係を見出したるときは関係の程
度を測度することを要す……此等関係の程度を測量し総て各個の勢力の強弱を
分解的に表章することは最も必要の事なり」67)という。それがためには， 「第
ーは換言すれば即ち数ふること或は数ふることの継続に由り得らるヽ知識と云
ふを得るなり……，第二を換言すれば即ち大数観察に由りて発見せらるヽ一定
の関係と云ふを得るなり……，第三を換言すれば一の事実が他の事実の解釈と
なる如く事実を配合する事と云ふを得るなり即ち原因と結果との関係なり」68)
と考察をくわえている。
『統計之神髄ー名社会状態学』69)は，ザクセン統計局長 ErnstEngelが，
1851年3月『ドレスデン雑誌』 (DresdenerJournal. Marz, 1851)に数号に分載し
たもので， のちに， "Dasstatistische Seminar und das Studium der 
Statistik i.iberhaupt etc"として，『プロシャ王国統計局雑誌』 (Zeitschrif t 
,d es邸 niglichPreussischen Statistischen Bureaus. 1871)に発表した論文の「第三
章 統計ハ独立ノ科学ナルヤ将ターツノ方法ナルヤノ問題二対スル余ノ立脚
点」の基幹部分として再録されたものである。 これについては，呉はさきに
「統計ノ本体及問題」70)として訳出しており，ここであらためて独立書として
全訳刊行されたものである。
ルバッスール (E.Levasseur)「地積及人口論」71), ェンゲル (E.Engel)「統
計師範学校及一般二統計ノ研究」72), ケレジー (J.Korosi)「万国比較的死亡基
本標」73), ド・ホィール (A.De-Foville)「富力計算論一斑」74), マイヤ (G.v. 
、67)呉文聰，前掲論文，『国家学会雑誌』， 606ベージ。『統計学雑誌』， 549~550ページ。
•68) 呉文聰，前掲論文，『国家学会雑誌』， 607ページ。『統計学雑誌』， 550ページ。
•69) 丸善・冨山房， 1894年 2 月刊，菊版，全158ページ。
70) 『統計集誌」第128~141号， 1892年4月~1893年5月。
'71) 「統計学雑誌J第9巻第94~96号， 1894年2月~4月。
72) 「統計集誌」第151,158, 159号， 1894年3月， 9月， 10月。
73) 「統計学雑誌』第105,106号， 1895年1月， 2月。
74) 「統計学雑誌」第107~110号， 1895年3月~6月。
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Mayr)「印度人口調査に就てマイル氏の評」75), オズボーン (C.Osborne)「北
米合衆国大都の貧窟」78), ジルベルグライト (H.Silbergleit)「欧州大都小児死
亡現況及其変遷」77), マルホール(M.G. Mulhall)「マルホール氏著『各国のエ
業及富』に就て」78), ニューヨーク慈善協会雑誌「貧民に対する穿竪」79)など
は，それぞれ訳出ないし紹介である。
呉の統計学観が明確に形成されるのは， 1890年代である。すなわち，統計学
社社員を中心とする杉亨二派と藤澤利喜太郎so)との間で繰りひろげられた論
戦の時期である。その端緒は，藤澤の「統計活論」81)をめぐってであった。こ
•こで呉は，償届澤博士の統計活論を読む」82) と，「統計の事を論し併せて藤澤博
士に質す」83)との二つの藤澤利喜太郎批判論文を明示する。ケトレーをもって
統計学の創祖者とみなし，統計学をもって応用数学の一種であるとみる藤澤は，
統計学は，その歴史も短かく，研究者も少ないがゆえに，数学のように「学」
に値しないものであると主張する。すなわち， 「統計学は学問にあらず，日本
に統計家なし，統計の本体は大数観察なり，数学者にあらざれば統計家たるペ
からず」84)というのである。この主張にたいし，呉は第一論文で，藤澤の統計
'75) 『統計学雑誌』第112号， 1895年5月。
'76) 『統計学雑誌』第121号， 1896年5月。
'7) 「統計学雑誌』第132号， 1897年4月。
'78) 「統計集誌」第204号,1898年6月。
79) 「統計学雑誌」第147号， 1898年7月。
; 80) <わしくは，拙稿「わが国統計学論争の一原型一明治統計学史における藤澤利喜太郎
と杉亨二派ー」，『統計学」第25号， 1972年参照。
,81)藤澤利喜太郎「統計活論」，『東洋学芸雑誌』第151号， 1894年4月。
-82)呉文聰「藤澤博士の統計活論を読む」，『東京日日新聞』,1894年5月11日， 12日。『統
計集誌」第153号， 1894年5月。『著作集」第2巻， 52~59ページ。『論文選集』， 102
~110ペー ジ。
郎）呉文聰「統計の事を論し併せて藤澤博士に質す」，『統計集誌」第155~156号， 1894年
7~8月。『東京経済雑誌』第30巻第737~743号， 1894年8月~9月o『統計学雑誌』
第101~102号， 1894年9月~10月。『著作集』第2巻， 60~66ページ。『論文選集』．
110~117ペー ジ。
訊）拙稿，前掲論文， 71ペー ジ。
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学と統計学史への無知を論及し，その充分なる知識がないにもかかわらず独断
的な意見を吐くことの無謀さを戒めるとともに，統計実務を軽視するがごとき
発言にたいして論駁を加える。さらに藤澤が，「再び統計を論ず」85)において，
ハウスホーファやワーグナーの所説を引き，「統計に従事する者（統計実務家）と
統計学者（藤澤の意とするのは数理統計学者）と」86)(カッコ内注挿入……引用者）を
区別して，「我国に統計に従事する人あるを知る。又統計に熱心なる人あるを聞
く，……然れども統計学者に至っては余の狭識寡聞なる，今尚ほ本邦に其人あ
るを知らざるなり」87)と断言し，しかも日本の統計界には，統計を機械的に敷
写す者（統計実務家）はあっても，統計の理を会得した学術的な仕事のなしうる
者（統計学者）はいないというのである。この藤澤の主張にたいして，呉は第二
論文で再反論を行なう。すなわち，藤澤が引用するワーグナー，ェンゲルの当
の所説から統計方法の体系を紹介し，さらにマヨー・スミスの「経済及統計」
を傍証にして， 「統計なるものは其調査の実際より製表の終局まで親しく其実
況を知るにあらずんば統計学者たるに適せず・・・・・・，統計学者なるものが統計従
事者より全く離れて一種特別に成立つべしと為すは偏見なり，誤解なり」88)と
強く詰問する。藤澤が，統計学すなわち応用数学説を展開する根拠は，「統計学
者なるものは（統計実務家とは）別に是等の（統計）材料を数理的に料理する人
なり」 89)(カッコ注挿入•••…引用者）にあるとみて， この主張にたいしても呉は，
85)藤澤利喜太郎「再び統計を論ず」，『東洋学芸雑誌』第155~156号， 1894年6月~7月。
「統計集誌」第155号， 1894年7月。『統計学雑誌」第9巻第99号， 1894年7月。『著
作集』第2巻， 67~70ペー ジ。
86)藤澤利喜太郎，同上論文，『東洋学芸雑誌』， 268ページ。『統計集誌』第155号， 264ペ
ジー。 「統計学雑誌』， 57ページ。『著作集』第2巻， 67ペー ジ。
87)藤巻利喜太郎，同上論文，『東洋学芸雑誌』， 271ページ。『統計集誌』第156号， 308ペ
ジー。『統計学雑誌』， 6ページ。『著作集」第2巻， 70ペー ジ。
88)呉文聰「統計の事を論し併せて藤涸博士に質す」，『統計集誌」第156号，1894年8月，
310~311ページ。『統計学雑誌」第101号， 1894年9月， 3ページ。『著作集l第2巻，
66ペー ジ。『論文選集』， 116~117ペー ジ。
89)呉文聰，同上論文，『統計集誌』， 308ペー ジ。『統計学雑誌』， 2ページ。『著作集」第
2巻， 63ペー ジ。『論文選集』， 113ペー ジ。
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エンゲルの説を援用し，統計方法の体系を示し， その中で「『マテマチック」
ノ必要ハ統計学上ニテハ按外二小部分ナルコト」90)を訴えて， さらに， 「バッ
クル (H.T. Buckle……注引用者），ケトレーの頃には或は社会の現象に一定の規
則あるを視て直ちに理学社会の法の如く誤認せし者あり，従て数学の応用を非
常に貴みしも今日に在りては却て有様の表章に重きを置くことエンゲル氏の定
義の如し」91)と，統計学における数学の過大評価を厳に戒める。このように，
呉は，よってたつ社会統計学の視点から，藤澤の統計学にたいする数理主義偏
重という考え方に強く反発するのである。ここに，われわれは，呉が明確な形
で統計学観を形成し，確立したものと考えてよいであろう。ここでの論争点も
また，統計学の学問的性格如何という問題をめぐってであったが，この論争を
通して，「大量観察法」＝「統計調査法」無視という数理統計学派の原型を，ゎ
れわれは藤澤利喜太郎に見いだせる，という点に一つの特徴をもっていたとい
えよう。 1894<明治27>年のことである。
農商務省統計課長に就任 (189転：明治32>年11月）直後に出された『統計実話
全」92)は，文字どおり「統計的研究の諸般の実例と統計的研究に必要なる各種
の報告と」93)を集録，編纂したもので，統計理論や実際統計にかんする統計利
用の実例を新聞・雑誌などから広く収集し，その具体的利用例を示したもので
ある。
つづく，『社会統計学J194)は， R.Mayo-Smith, Statistics and Sociology, 
New York, 1895. の全訳であり，その最初の 2章は，「統計学及社会学」96),
90)呉文聰，同上論文，『統計集誌」 261ペー ジ。『統計学雑誌』 1ページ。『著作集」第2
巻， 61ペー ジ。『論文選集」 111ペー ジ。
91)呉文聰，同上論文，『統計集誌」 310ペー ジ。『統計学雑誌」 3ページ。『著作集」第2
巻， 65ペー ジ。『論文選集」 116ペー ジ。
92)丸善， 1899年4月刊，四六版，全371ペー ジ。
93)呉文聰『統計実話全』， 1899年，序文。
94)東京専門学校出版部， 1900年12月刊，菊版，全567ペー ジ。
95) 「統計学雑誌』第133~135号， 1897年5月~7月。『論文選集』， 145~154ペー ジ。
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「統計的準則（社会学の用における統計）」96)として訳出され，また「出生論（「科
学的検討」，「沈思熟慮」）」97),「結婚」98)が，第 5章，第 6章にそれぞれ収められ
ている。なお，本書の第16章だけは，東京専門学校編輯局の訳となっている。
「統計の学説及技術」99)は， A.Meitzen, Geschichte, Theorie und Technik 
der Statistik. Berlin, 1886. の「第二章統計の理論および学説」の「序説」
と「A 方法的調査のための諸原則」の抄訳である。
『純正統計学』100)は，呉が欧米の国勢調査事務視察 (1900年）の翌年出版さ
れた小冊子で，世良太一の序文が付され，欧米の視察体験にもとづく統計調査
における具体的方法が，詳細な事例によって示されている。同書は，全 5編29
節からなっているが， 1915<大正4>年 5月の訂正増補版では全57節＋調査科
目参考＋付録と改訂されている。
「統計の範囲及意味」101)はA.L. Bowley, Elements of Statistics, London, 
1901. の "§1 Scope and Meaning of Statistics"の訳出であり，「ボーレ
氏統計論抄」102)と，ほぼ同じ内容をもつ。
『Historyand Theory of Statistic$」1oa)Ii, G. v. Mayr, M. Block, 
96) 『統計学雑誌」第136~139号， 1897年8月~11月。『論文選集』， 154~169ペー ジ。
97) 「統計学雑誌』第155,159~163号， 1899年3月， 7月~11月。『論文選集』， 169~191
ペー ジ。
98) 「統計学雑誌』第165~167号， 1900年1月~3月。『論文選集』， 191~205ペー ジ。
99) 『統計学雑誌」第177,178, 181~183号， 1901年1月. 2月， 5月~7月。『論文選
集』， 206~222ペー ジ。
100)丸善， 1901年5月刊，菊版，全107ペー ジ。
101)『統計学雑誌』第198~200号， 1902年10月~12月。『論文選集』， 255~265ペー ジ。
102)『統計学雑誌』第243,244号， 1906年6月， 7月。
103)丸善， 1902年11月刊，四六版， 全78+iiページ。ちなみに，つぎの「序文」が付さ
れている。
INTRODUCTION 
This book is not an original work of mine but a collection of the valu-
able articles and paragraphs from the following books which are written 
and published in the United States and Europe. I thought it would be 
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A. L. Bowley, J. Conrad, M. Haushofer, V. John, G. B. Longstaff, R. 
Mayo-Smith, A. Meitzen, F. Oesterlen, J. E. Wappausなどの所説を，
英文で編纂したものである。
『実際統研学』104)は， 600ページをこえる大部で，呉が最盛期の著書であ
る。その内容は， クイトルどおり，実際統計ないしは応用統計についてであ
り，「第一編統計の基礎，第二編人口の研究，第三編経済，第四編道
徳」からなる。従前の著書と比べて，本書の特徴の一つは，はじめて「経済」
統計の項目が組みこまれたことであり，そこでは農業・物価・賃金・家計と説
明されている。これは，呉が農商務省課長としてえた実務的な知識と，マヨー
・スミスの訳書『経済統計学」（上）・（上）を通じての影響，さらには後にみる
「物価，賃金，生計程度」から繋がってくるものである。時あたかも，明治も
産業資本主義期を迎えていた。
このあと，「統計の調査法に就て」106), 「統計の効用」106), 「統計の調ペ
方」107), そして「統計講話」108)と，一連の著作活動がつづけられる。これら
は，いずれも統計学の啓蒙的内容で，呉の統計学体系を理解するうえで興味あ
more interesting, and necessary at the same time for students to study 
•statistics• in a foreign .language rather than in Japanese. I have chosen 
English, as it is the most popular and important foreign language in our 
country. The humble desire of the compiler is to give a book on•statistics• 
in English to the students who understand the language and wish to study 
the science. 
NOVEMBER, 1902. 
B. Kure. 
Tokio. 
104)丸善， 1909年8月刊，菊版，全612ペー ジ。
105)『統計学雑誌』第184~165号， 1901年8月~10月。『論文選集』， 222~242ペー ジ。
106)『統計集誌』第266,267号， 1903年5月， 6月。『論文選集』， 276~296ペー ジ。
107)『統計集誌』第268号， 1903年7月。
108)『統計学雑誌』第220,223, 224, 233, 234, 237, 239, 241, 246, 248, 257号，
1904年8月， 11月， 12月， 1905年9月， 10月， 1906年1月， 3月， 5月， 12月， 1907
年9月。『論文選集』， 362~423ペー ジ。
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る内容を含んでいる。「統計の調査法に就て」は，統計学と統計方法を区別す
ることの必要性を豊富な実体例で示す。「統計の効用」では， まず「一番に数
へることによって得る知識，数へることの継続に依って得る知識……。第二に
は数へる際に性法の如き性質の法を見出すと言ふこと……。第三には統計に依
って因果の法を見出す」109)ことから説かれ， わが国の犯罪統計資料を用いて
分析がすすめられる。「統計の調べ方」についてでは，統計材料の収集法とし
て「第一種は特に時期を定めて調査する（調査統計）•….,。第二は，政府の行政
各部に於て事務を執行する結果として集まる（業務統計）……。第三•…••是は第
一種と第二種の執れにも属せぬ所の別種のもの」110)(カッコ注挿入..…•引用者）と
分類し，農業統計を参考例にあげ，正しい統計調査法について述べられる。「統
計講話」は，前後11回におよぶ連載講座で，そこでは統計学の学問的規定から
はじまり，統計調査法，統計解析法と具体的な諸事実を引用して，統計的知識
の普及を図らんとするものである。くわえて，ここにあげた諸論文のいずれに
も共通するのは官庁統計の当時の実情について，忌憚ない批判，検討がくわえ
られており，呉が統計活動の向上にむけてかける熱意のほどがありありと窺え
るといえよう。
(ii) 
統計学の理論的研究とならんで，応用統計の分野でも精力的に文筆活動がつ
づけられ，数多くの業績が残されている。
まず，人口統計，道徳統計，疾病統計をみると，呉はその活動初期から晩年
まで，一貫して研究対象としてそれらを取りあげるものであり，質量ともに施
大な体系を構成している。
その嘴矢は， 「衛生統計論」111)である。ここでは，「国ノ大小ヲ論スルハ通
109)『論文選集」， 276~278ペー ジ。
110)『統計集誌」第268号， 1903年7月， 822~323ベー ジ。
111)『統計集誌」第19,21, 23, 25号， 1883年3月， 5月， 7月， 9月。『論文選集』，
64~78ペー ジ。
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例其土地ノ広狭二因ルト雖モ独リ統計上二於テハ人ロノ多少二因テ之力大小ヲ
論ス」112)とはじまり， 出生，死亡，婚姻，離婚にかんする人口統計論が展開
される。たとえば，物価の増減と結婚数などの例があげられ，統計利用法を説
明している。終章に，「ハウスホッヘル氏衛生部訳」113)が付されている。本論
文は，呉が内務省衛生局での勤務から会得した統計的知識をまとめたもので
あり， その主旨は， のちに著書『戦後経営人口政策』 (1905年刊）へと受けつが
れる。
「衛生的統計証明ノ必要ヲ論ス」114)は，衛生問題を「各自衛生」と「公衆
衛生」とに分けて，「各自衛生ハ各個人ノ智識卜其自警心トニアリ」115)とし，
「公衆衛生二至リテハ社会公ケノ智育卜公ケノ品行如何」118)にかんするもの
だという。それがためには，立法力をもって衛生事業を遂行する必要性を説
き，その場合に統計的証明が大きな役割を果すのであると主張する。
「世良君の「痘癒の統計に係る所見」に就て」117)は，統計調査方法におい
て，逐次記録する集成様式（表式報告形式）よりも， 1件ごとに 1枚ずつの徴集
様式（申告票形式）を用いることを提唱し，このことによって，正しい統計作成
が可能なることを提示するものである。この時期すでに，小票（申告票）を採
用しての調査形式を呉が主張しているのは，注目に値する。けだし，この方式
の提唱が，表式調査から脱皮する萌芽とみうるからである。
「民籍戸口の報告を読む」118)は， 1891<明治24>年末調の全国民籍戸口統計
の数字を紹介し，あわせて解説を付したものであるが，ここで特記すべきは，
112)『論文選集』， 64ペー ジ。
113) M. Haushofer, Lehr-und Ha叫加chder Statistik, Wien, 1872, S. 240~241. 
114)『経済及統計」第1巻第5号， 1889年5月。
115)呉文聰「衛生的統計証明ノ必要ヲ論ス」，『経済及統計」第1巻第5号， 1889年5月，
194ペー ジ。
116)呉文聰．同上論文， 194ペー ジ。
117)『統計学雑誌』第7巻第72号， 1892年4月。
118)『統計学雑誌」第7巻第79号， 1892年11月。
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「従来の法死産は出生と見倣さず又死亡とも見倣さず出生死亡双方に加えざる
こと内務省及統計局の例なり余は此に之を加えて計算す余の考にては之を至当
とするが故なり」119)と，呉が述べるように，従来，死産児の取りあつかいが
出生にも死亡にも算入されていなかったのを，その両者に加えて計算すべきだ
と主張する点である。このことによって，死産現象の実態を把握しようという
のである。しかし，本統計が戸籍簿をもとに作成されているところから，死産
をもいったん戸籍に入れるということは， 「戸籍にキズがつく」 ということを
忌み嫌うわが国の風潮を考えるとき，はたして正確な実態を掌握できるであろ
うかという疑問もまた残る。
「出生論（「科学的検討」「沈思熟慮」）」120), 「結婚」121)は， R. Mayo-Smith, 
Statistics and Sociology, New York, 1895. の訳出で，前述の呉訳『社会統計
学』第 5章，第 6章にそれぞれ収録されている。「結婚を論ず」122)は，婚姻と
離婚の問題を取りあげ，諸外国の統計と比較することによって，わが国におけ
るその問題点を易U出しようとするものである。ここで，結婚については，人口
中の比率が国際間いずれも 「人事現象として頗る整然たる」123)姿を示してい
るのにたいし，離婚においてははなはだしく区々なる数字をとることを説明す
る。とくにわが国では，顕著に高い離婚率を示している。呉はその主原因とし
て， (1)法制の不備 (2)男尊女卑の風盛 (3)家族構成とくに複数世帯の同居 (4) 
新旧思想の衡突 (5)夫妻の選択の不慎重 (6)父母の過度の関渉などをあげ，そ
の社会的背景を分析している。
119)呉文聰「民籍戸口の報告を読む」，『統計学雑誌」第7巻第79号， 1892年11月， 558ペ
ジー。
120)『統計学雑誌』第155,159~163号， 1899年3月， 7月~11月。『論文選集』， 169~191
ペー ジ。
121)「統計学雑誌』第165~167号， 1900年1月~3月。『論文選集』， 191~205ペー ジ。
122)『慶応義塾学報」第48,50号， 1902年1月， 3月。『統計学雑誌」第191,192号， 1902
年3月， 4月。『論文選集』， 242~255ペー ジ。
123)呉文聰「結婚を論ず」，『慶応義塾学報」第48号， 1902年1月， 14ページ。『統計学雑
誌」第191号， 1902年3月， 46ペー ジ。『論文選集』， 245ペー ジ。
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「人口の増加と死産を論じ敢て大方の人士に告ぐ」124)では A.F.v. Fircks, 
Bevolkerungslehre und BevolkerungsjJolitik. Leipzig, 1898. によって，わが国
の死亡率が，ヨーロッパと比べて異常に高く，しかも増加の傾向にあることを
指摘する。ついで各府県ごとの死亡率を求めるが，そのような中で，高知県に
おける急激な死産率の減少に注目する。その原因を，高知育児会による矯正事
業が産児圧殺や堕胎の弊風の除去に効果があったとして，人口中絶救済の重要
性を説くものである。「出生に就て」125)は， 出生児の男女性比を説明し，「戦
後の出生付丙午の迷信」128)は， 1906<明治39>年の丙午の年における出生児数
の増減を実証的にみようとするものである。「自殺論」127)もまた，統計資料を
用いて自殺と各種の要因との相互関係を解説，分析をすすめるものである。
『戦後経営人口政策』128)は， 日露戦争を振りかえり， 「寡を以って衆に敵す
ることはできない」129)と，人口こそ国家繁栄の源だと主張する。その内容は
ドイツ，フランス，ロシアおよび日本の人口の増加を各国の統計によって説明
し，また人口減少の諸要因を解明する。ここから，わが国においてはとくに死
産および堕胎の減少こそ緊急課題であると説き，その諸方策を展開する。本書
は，さきの「人口の増加と死産を論じ敢て大方の人士に告ぐ」を増補したもの
で，さらにその根底に流れる思想は，「衛生統計論」にさかのぼることができる。
かくのごとく，人口，道徳，疾病関係の統計では，いずれも明治初期から中
期にかけて，・なお強く根づいていた封建性の残滓を，統計を用いて解明，研究
し，政策的見地からその積極的な対応策を提起するものであった。
124)『統計集誌」第272号， 1903年11月。『論文選集』， 333~361ページ。
125)『統計学雑誌』第295~297号， 1910年11月~11年1月。『著作集」第2巻， 180~191 
ペー ジ。
126)『統計集誌』第363号， 1911年5月。『著作集』第2巻， 192~202ページ。
127)『人性」第3巻第3~6号， 1907年3月~6月。『統計集誌』第313, 315, 317号，
1907年4月， 6月， 8月。『国家医学会雑誌』第245号， 1907年9月。『論文選集』，
428~450ペー ジ。
128)丸善， 1905年11月刊，菊版，全94ペー ジ。
129)呉文聰『戦後経営人口政策』， 1905年，序文。
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呉の生涯は，国勢調査の早期実施に懸けられたといっても，過言ではなかろ
う。とうぜんのことながら，国勢調査ならびに人口静態統計にかんする研究が
彼のライフワークとして数多く発表されている。まず「国勢調査私議」180)は
(1)調査機関 (2)調査条例 (3)調査科目 (4)整理及び公布と，国勢調査実施のた
めの具体的実施案を提示するもので， この時期 (1890年代後半）， 日程に上がっ
てきた国勢調査にたいする呉の意見を知る材料として貴重なものである。この
ときの彼の日記に， 1898<明治31>年「六月二日 花房直三郎氏を訪い，国勢調
査に関する本思如何を問う。同氏は真に行わん希望ありといい，来る三十二年
五月までには下調べを為し，提出し度しと云えり。依って臨時国勢調査ゆえ調
査局を置く方，得策ならんなど話し合いたれど，今日までの経過上左様にはな
り難しと云えり，戸籍法について語り合えり」131)と書かれ，ここで戸籍法につ
いて，同じく 1898年「六月五日 戸籍法改正につき，諸方運動中なりしも，本
日は小石川，三宅秀君に（面会），久保田譲君（来客中，断），加藤弘之君（面会）
修正方懇談す。これよりさき，小幡篤次郎君に面会，明日以後委員諸氏を続々
訪問の見込み。また，一方衆議院は大津淳一郎氏にこのことを依頼しおきし
も，極めて少部分の他修正に至らず，今や貴族院に運動を試むこととせしが，
その成否果して如何」132)とある。 この新戸籍法についての呉の考えを述べた
のが，「戸籍法案に対する運動の顛未」188)である。呉は，かねがね人口動態統
計と人口静態統計との明確な区分を主張するところであり，新戸籍法が，この
両者の分離を曖昧な形に残したままで成立することは，きたるべき国勢調査の
実施にとって障害となることは必至である。このことから，彼の意見が同上論
文に「戸籍法案二対スル修正意見」として付され，新戸籍法の欠点が指摘され
る。「人口統計に関し新設統計局剪頭第一の失計」134)も，同じ主旨から書かれ
130)『統計集誌』第201号， 1898年3月。『著作集」第2巻， 88~93ペー ジ。
131)『著作集」第3巻， 131ペー ジ。
132)『著作集」第3巻， 131ペー ジ。
133)『統計集誌」第208号， 1898年9月。「著作集」第2巻， 96~101ペー ジ。
134)『統計学雑誌」第152号， 1898年12月。『著作集」第2巻， 101~102ペー ジ。
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たものである。
呉が1900<明治33>年，政府の命をうけ欧米の国勢調査， とくにアメリカの
第12回国勢調査実施状況を視察し，その内容をつぶさに報告するのが，「米国国
勢調査の実況」135), 「国勢調査に就て」188), 「最近の欧米視察談」137), 「国勢
調査に関し呉君と米国国勢調査局員との問答」188)である。しかし， 1905<明治
38>年に実現さるべき国勢調査が，同05年2月， 「国勢調査二関スル法律」改
正で，「第三條 第一回国勢調査を行うべき時期は勅令をもってこれを定む」
(1905年2月15日公布）と，事実上の無期延期となる。呉は，かような国勢調査
の早期実施が困難視される背景のもとでも屈することなく，さらにいくつかの
文筆，実践活動をつづけていく。「センサスの略史」189)は，ローマ時代から近
世にいたる各国のセンサス実施概略を描いたもので，「人口の研究」14())は，第
二十四「統計年鑑」に収録された 1903<明治36>年末調のわが国人口統計の解
説である。また， 「国勢調査に就て」141), 「国勢調査の必要」142), 「東京市勢
調査に就て」148)などは， いずれも国勢調査についての啓蒙的な内容で，その
具体的事例，方策が語られる。 とくに， 「国勢調査に就て」は，欧米の国勢調
査事情の視察を中心に， 「国勢調査の必要」は， 国勢調査の意義，正しい申告
法などが，「東京市勢調査に就て」は， 1908<明治41>年10月1日に実施された
東京市勢調査におけるいくつかの問題点が指摘，批判される。さらに「国勢調
135)『東京経済雑誌』第1065号， 1901年1月。
136)『社会」第3巻第2, 3号， 1901年2月， 3月。
137)『統計集誌」第239~241号， 1901年2月~4月。 『統計学雑誌」第174号， 1901年3
月。『著作集』第2巻， 103~117ペー ジ。
138)『統計学雑誌』第213号， 1904年1月。
139)『統計学雑誌』第202,203, 206号， 1903年2月， 3月， 6月。『論文選集』， 265~275
ペー ジ。
140)『統計学雑誌」第242号， 1906年6月。『論文選集』， 423~428ページ。
141)『統計学雑誌』第261,262号， 1908年1月， 2月。『論文選集』， 514~524ページ。
142)『統計学雑誌』第339号， 1914年7月。
143)『統計集誌」第333号， 1908年1月。『著作集』第2巻， 167~180ページ。
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査の方法」144), 「国勢調査の調査範囲及び機関について」145, 「国勢調査につ•
いて婦人の注意を促す」146), 「センサス雑話」147) なども，上記と同様の趣旨~
から述べられたものである。
最後に，経済統計関係にかんする論文・翻訳として，「職業調査論」148)は，
ドイツの職業調査の結果を掲げて，職業分類を行ない，一国の職業構成を浮き
彫りにしようとするものである。ここで，注意すべきは職業をその所属産業に
よって分類していることである。したがって本論文は職業分類というよりもむ
しろ産業分類の概念の説明といえよう。「経済生活のスタチスチック」149)は，
M. Haushofer, Lehr-und Handbuch der Statistik. Wien, 1872. の第3編
"Wirthschaftliche Statistik"の抄訳である。「経済スタチスチック論」150)・
は， R.Mayo-Smith, "Economics and Statistics"の「経済論」が訳出され
たものであり，「生産」，「分配」，「消費」と順を追って，解説がなされる。「経
済学研究の方法としての統計学」151)は， J.N. Keynes, Scope and Method of 
Political Economy, London, 1891. の第10章「経済学と統計学について」およ
びその注部分の訳出である。 さらに翻訳書として， さきの R.Mayo-Smith . 
Statistics and Economics, London, 1899. が，『経済統計学』（上）・（下）152) 
として出版されている。
144)『統計学雑誌」第323号， 1913年3月。『論文選集」， 524~540ペー ジ。
145)『統計学雑誌』第375号， 1917年7月。『著作集」第2巻， 221~228ペー ジ。
146)『統計学雑誌』第384号， 1918年4月。
147)『統計学雑誌』第386号， 1918年6月。『著作集』第2巻， 229~231ペー ジ。
148)『統計集誌』第85号， 1888年9月。
149)『スクチスチック雑誌」第3巻第31,第4巻42,第5巻46,47号， 1888年11月， 1889
年10月， 1890年2月， 3月。
150)『スクチスチック雑誌」第5巻第49~51,53号， 1890年5月~7月， 9月。
151)『統計学雑誌」第125~128号， 1896年9月~12月。『論文選集』,117~144ペー ジ。
152)上巻は，東京専門学校出版部， 1902年5月刊，菊版，全345ページ。下巻は，早稲田
大学出版部， 1902年12月刊，菊版，全343ページ。上・下巻は， 早稲田大学「経済学
叢書」の一環として出版されている。
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呉の意見が明確に打ちだされる論文として， 「貧富論」158), 「物価，賃金，
生計程度」16ヽ ），および「農事統計批評」165)をあげうる。これらはいずれも彼
が農商務省統計課長時代の産物であり，そこでの実践的経験に裏づけされて書
かれたものである。まず，「貧富論」は，今日の国民経済計算的思考の源流とも
いうぺき内容で，国富と国民所得の観点から，アメリカ，イギリス， ドイツ，
フランスの統計表を示し， 「米国富天下に冠たり。而して其懸隔最も甚し。英
国之に次ぎ独逸日本の及ばざること遠癸」156)と報告する。 この時期， マヨー
・スミスの『経済統計学」（上）を訳出し終え，呉の関心も， 従来の人ロ・道
徳統計から経済統計へその目を向けつつあった。つぎの「物価，賃金，生計程
度」は，わが国における近代的賃金統計主張の先駆的業績として，高い評価を
うける注目すべき論文となる。呉は，ここで「賃金統計は畢覚職工の所得統計
なり」157)と定義し，就業日数と大工業における賃金台帳から平均実収賃金を
調査すべしと主張する。さらに，賃金を「定額賃金」と「実収賃金」の範疇に
分け，賃金率と賃金所得とを明確に区分する。呉のこの提唱は， 「旧来の賃金
統計の伝統的形式を根本的に打破した新しい形式の賃金統計」158)として画期
的意義をもった。つづけて，物価統計と賃金統計とについて概括し，商業会議
所から農商務省に提出される物価および賃金の調査様式と記入方法を紹介して
いる。さらに生計調査にもふれ，エンゲルやアメリカ労働統計局の資料をもと
に， 「確実なる物価と賃金との調査を得て其地方住民の収入如何を計測するを
得ば之に由て其生活程度如何を推測すること難からず是れ此両調査の社会政策
153)『慶応義塾学報』第55,56号。 1902年8月， 9月。『著作集」第2巻， 117~133ペー
ジ。
154)『統計集誌」第269,270号， 1903年8月， 9月。『著作集」第2巻， 133~167ペー ジ。
『論文選集』， 297~333ペー ジ。
155)『統計集誌」第317,318号， 1907年8月， 9月。『論文選集』， 451~513ページ。
156)『著作集」第2巻， 130ペー ジ。
157)『著作集』第2巻， 149ペー ジ。『論文選集』， 314ペー ジ。
158)相原茂・ 鮫島龍行編『統計日本経済』， 1971年， 167ベー ジ。
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の参考として必要なる所以なり」159)と結ぶ。おりしも，社会政策学会第 1回
大会開催 (1907<明治40>年）へむけての胎動がはじまる時期であった。
「農事統計批判」は， 1903<明治36>年度， 1904年度の「農事統計」160)を比
較し，それをさらに内務省戸口調査と対照することによって，統計数字に多数の
不備があることを指摘する。いう「元来戸数人口なぞは真実に調査すれば欧州
の富国と雖五年に一回か十年に一回するものなるに年末の調査もあり年度末の
調査も年々あると言ふが如きは本来間違のあるのが当然である然るに斯る調査
さへ告朔の儀羊として存置するのが愚の極なるやも知るぺからざるなり」181)
と。また，農事統計は「大農小農の地方に於ける配布こそ農業状態の大勢と地
方の貧富とを表章するものなれ然れども今此調査に存するは田畑総段別と専業
及兼業の農家数のみなるを以て斯る利用に充つる能はず」162), なぜなら「専
業農家と総戸数との関係は本邦に於ける農家と他の営業者との関係を示し以て
我が国に於ける農家の位置如何を示す」163)ものであるから，農事統計は「少
くとも人口，軍役，風俗，安寧健全等の点よりして其重要度を計測すべき標
準」164)として重要な意味をもつという。このことから，土地所有の統計，田
畑の利用状況の調査，転業農家の掌握などを強く主張する。すなわち， 「人常
に日＜我が邦は小農多く殊に自ら其地を耕すもの多しと然るに此統計の示す所
に拠れば小作農者は各地極めて多数なるものヽ如し然らば則ち吾人は土地所有
の統計を調査し完全なる農事経営の状態を知るの後にあらざれば経済論上口を
開き難きものあらん」165)と，いうのである。 ここで彼は，埼玉県と宮城県で
159)『著作集」第2巻， 167ページ。『論文選集』， 333ページ。
160)農商務省令第26号「農会二於テ農事二関スル事項調査ノ件」 (1903年1月1日施行）
により，政府の農会委託調査として開始された。それは農家など農業生産の基本事項
にかんする統計を補充し，系統農会の育成援助という農政上の目的があった。
161)『論文選集』， 456ページ。
162)『論文選集』， 463~464ベージ。
163)『論文選集』， 457ページ。
164)『論文選集』， 457ページ。
165)『論文選集』， 473ページ。
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独自に実施された土地所有の状況調査を高く評価し， 「仮定農事統計様式」を
提案する。それによると両県の統計は「在来の書類に由て採集するものなるが
故に調査事項意の如くならざるも止むを得ざれば各府県農会等に於て新に農事
調査を計画する場合には少くも左の如き様式に倣ひ各家より材料を集め当初よ
り……所有を表章するものを集むるか若くは……農事の経営を表章するものを
集むるかを定め其希望に依り各家の提出原票を阻酌し其材料を採集」166)すべ
きであるといい，ここで「農事経営調査票」ならびに「集計表」を例示する。
以上，換言すれば， 「統計の価値如何」， 「統計の利用法」167)を論評し，「ーは
統計利用の方法を示しーは材料蒐集の尊重すべき所以」168)を意図するもので
あった。この観点から，わが国農事統計がもつ長短，なかんずく表式調査につ
いて批判，検討され，近代的点計調査を中心とする新たなる提唱が行なわれた
のであった。が，その主張は部分的に採用169)されるにとどまり，わが国の農
業構造の全体像を正確に掌握せんとする呉の意図からはほど遠いものであっ
た。「農事統計」が旧套を脱ぎ，近代的点計調査となるのは， 1938<昭和1;3>年
の「全国農家一斉調査」179)をまたなければならなかった。
『呉氏産業統計講話」17l)は，呉の晩年の著書で，啓蒙練達の文章で統計的
な見方，考え方を説明している。序文で，「落花生の英の長さ」，「人の身長」，
そして「人の寿命」を例にあげ，本文では「政府は何故に統計を集めるか」，
166)『論文選集』， 506~507ページ。
167)『論文選集』， 452ページ。
168)「論文選集』， 452ページ。
119) 1908年4月の「農事統計様式」の改正によって， 自作・小作別農家， 耕地所有面積
別農家，耕作地面積別農家などの調査が新たに加えられたが．農会による報告書形式
（表式調査）は．依然として継承された。
170)本調査では， 表式調査方式から脱皮して， 調査票形式による点計調査方式が採用さ
れた。同調査が農林諸統計のなかで近代的点計調査（記帳式の「農家経済調査」を除
いて）として最初のものとなる。くわしくは，農林省大臣官房統計課「我が国農家の
統計的分析一昭和13年9月1日全国農家一斉調査報告ー」， 1939年参照。
171)丸善， 1914年3月刊，菊版，全164ページ。
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「統計に如何なる種類があるか」，「統計で如何なる知識が得られるか」など，
98項目にわたる実例デークが掲げられ，いわば「統計学入門書」的性格をもっ
た書物である。
(ii) 
わが国の統計ならびに統計学の発展が，杉亨二，呉文聰という二人の先達に
よってつとめられたことは周知の事実である。が，いま両人の業績を比較する
とき，土屋喬雄氏が「著訳書及び論文の数において呉文聰がはるかに多い」172)
と指摘されるように，杉には，著書・訳書は僅少で，論文では『スタチスチッ
ク雑誌」を中心に30点あまりあるだけである。他方，呉にあっては，著訳書20
余冊，論文数200余点と格段の差がみられる。しかも，その内容においても，
杉は論文というよりもむしろ，雑文ないしは感想文に近い性格をもつものであ
る。この点にかんするかぎり，呉の場合は，もちろん今日，独創力という観点
からみれば稚拙との評価をうけるかもしれないが，何よりも数多くの国内外の
文献・資料を渉猟し，消化してまとめあげられた紹介，翻訳，論文，著書は，
本格的な内容をもつものであり，わが国統計学の発展においても貴重な財産と
して残されているといえよう。
むすび
政治的には立憲政治の確立，経済的には産業資本主義への移行期といった時
代を背景に，統計学の理論を翻訳，紹介から脱皮させ，みずからのものに消化
した嘴矢は，呉文聰に求められる。薩長の出身ではない， したがって藩閥の
「恩恵」にもあずかれなかった，くわえて，正規の学歴もなかった呉は，終生
一官僚にとどまった。しかし，その生涯はひたすら統計にかけられた。彼の処
女作『万国・国債政表全』の序文はいう，統計学は「たとへ唯に一技芸に過ぎ
172)土屋喬雄「呉文聰と一部の業績について」，『著作集』第3巻， 10ペー ジ。
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ずとなし，単に事物穿竪方に出でずといふも，……此の学の主眼及この学を修
むる者の目的は如何なる法律，国体，気候，風土，経済の下にありて而して最も
人類の福祉を被むる確然たるやう検閲し，或は人生福祉の進歩を妨碍する悪事
の原因を調査するにあり。この学自今のち愈々整備するに従ひ益々人世の幸福
を大ならしむること固より論を侯たず」1)は， まさに呉の生涯を通じての信念
となった。この精神的支柱が，さらには「統計あらざれば政治・経済なし」2)と
の気概と大望が，彼をして政治家への傾倒を抑制し，また万年属僚の身を厭わ
せず，ひたむきな統計への情熱を一生燃焼させる根源ともなったのであろう。
しかも，わが国統計学の発達史上の大先達ともいうべき杉亨二によって統計
思想の開化をうけ，その任によく応えた呉文聰。彼は官庁統計家として，わが
国産業統計機構の整備，充実につとめ，その礎石を構築する。また，統計学研
究の初期には英米の統計学の紹介者として，のちにはドイツ社会統計学の移入
者として数多くの翻訳に献身したのみならず，その咀噌，吸収をはかり，幾多
の著書，論文を発表している。その功績を振りかえるとき，彼が，わが国の統
計学の発達に果した役割は高く評価されてあまりある。くわえて，統計教育の
面においても，いくつかの大学，専門学校で教鞭をとり，さらに官庁勤務の合
間をぬって各地の統計講習会で統計の啓蒙・宣伝につとめるなど統計思想，統
計調査，統計教育の普及に幅広い活動をつづけ，官民両面にわたる統計学術の
発展に先駆的な道途を築いてくれた。
なかんずく，国勢調査の早期実施にむけての精力的な運動は，特筆すぺきも
のがあった。しかし，その夢は叶わずして，他界する。第一回「国勢調査」は
1920<大正9>年10月1日に実施された。それは，呉が鬼籍に入って，ちょう
ど2年あとのことである。
(1978. 9. 1) 
1) 『著作集」第2巻， 3~4ペー ジ。
:2)呉文洞「父・文聰とその周辺」，『著作集」第3巻， 114ベー ジ。
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（追記）
呉は，処女著書「統計詳説上」の終章で，われわれ統計学徒にたいして警世の言をお
くってくれている。すなわち，「統計家の資格」1)として，
社会の形勢を看破し向ふ所を定むるの識見ある事。
必要なる学識を有する事。
細かに事物を視察する能力を有する事。
数字の虚実を識別する知覚を具へ誤数虚数を退くるの勇ある事。
不覇独立の精神を具へて事物の真実を穿竪し真実の外には何事にも拘らざる事。
学問上では奪ふべからざる廉恥心ある事。
過去現在の事実を穿堅するに方り経済政治宗教上先人の意見に動かされざる事。
剛直にして守る所あり高位権職の権勢に動かされざる事。
自己の持論を証明せむとし若しくは偏筒徒党せざる事。
以上である。もって銘としたい。
1) 「著作集』第1巻， 82~83ページ。
